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              携帯電話サイトとインターネットによる入試情報について 

  

①携帯電話サイトによる案内  

  ●案内内容  大学概要、入試案内 

  ●アドレス https://daigakujc.jp/usp/ 

               

              ← ＱＲコード対応機種の携帯電話は、 

            左の画像を読み取ると便利です。 

 

②インターネットによる案内 

  ●案内内容  大学概要、学部・学科等の内容、入試案内、アクセス情報など 

  ●ホームページのアドレス https://www.usp.ac.jp/ 

 

インターネット出願について 
 

出願はインターネット出願とします。 

本要項を確認し、以下のサイトより出願を行って下さい。 

滋賀県立大学インターネット出願サイト（https://e-apply.jp/ds/usp/） 

                                 

個人情報の取り扱いについて 
 

 本学が保有する個人情報は、「個人情報の保護に関する法律」ならびに「公立大学法人滋賀県立大学の

保有する個人情報の保護等に関する規程」等により関係法令を遵守し、出願時に大学が取得した氏名、住

所その他の個人情報は、下記の目的以外には利用いたしません。 

 

①入学者選抜（出願処理、受験票発送、試験実施、成績処理等）、合格通知、入学手続案内、入学者選抜

方法の調査・研究等の入試事務および付随する業務 

②合格者のみ入学に伴う教務事務（学籍、修学指導等）、学生支援事務（健康管理、奨学金申請、後援会

等）、授業料等の収納事務および付随する業務 

 

 また、上記事務処理の一部を外部に委託し、個人情報を受託業者に提供した場合は、関係法令等により、

個人情報の漏えい、滅失またはき損の防止、その他個人情報の適切な管理に必要な措置に万全を期します。 

［注意］ 

  ・問い合わせがあっても、本人以外には志願者の氏名・住所その他の個人情報は一切お知らせできません。 

  ・駅、バス停、大学周辺で合否連絡・下宿案内等と称して個人情報を収集していることがありますが、本学で

はそのような行為は一切行っていないので注意してください。  



 

目     次 

 

 

大学の目標・教育の特色                       ・・・・・・・・・・ 1 

 

Ⅰ 本学が求める学生像（アドミッション・ポリシー）  ・・・・・・・・・・  2～ 
 

Ⅱ 入学定員と募集人員                 ・・・・・・・・・・ 16 
 

Ⅲ 一般選抜                                         ・・・・・・・・・・ 17  

 

１  出願資格                                           ・・・・・・・・ 17  

    ２ 選抜方法                                           ・・・・・・・・ 17  

      ３  出願手続                                           ・・・・・・・・ 29  

     ４  試験場                                            ・・・・・・・・ 32  

５  受験上の注意事項                                  ・・・・・・・・ 32  

    ６  合格発表                                          ・・・・・・・・ 33  

   ７  試験結果の簡易開示                                ・・・・・・・・ 34  

 

Ⅳ  入学手続、初年度納付金等                       ・・・・・・・・・・  37～ 

１  入学手続                                             ・・・・・・・・ 37  

２  初年度納付金                                        ・・・・・・・・ 38  
 
 

インターネット出願の流れ                           ・・・・・・・・・・  40～ 



大 学 の 目 標 
滋賀県立大学は、滋賀県における学術の中心として、未来を志向した高度な学芸と、悠久の歴史や

豊かな自然、風土に培われた文化を深く教授研究するとともに、新しい時代を切り拓く広い視野と豊

かな創造力、先進的な知識、技術を有する有為の人材を養成することを目的としています。 

 また、開かれた大学として、県民の知的欲求に応える生涯学習の機会の提供や地域環境の保全、学

術文化の振興、産業の発展、人間の健康など、滋賀県の持続的発展の原動力として大きく寄与するこ

とを使命としています。 

この大学設置の基本理念を踏まえ、次の基本的な目標を定めています。 

  ・「キャンパスは琵琶湖｡テキストは人間｡」という開学当初からのモットーをより一層発展させ、琵

琶湖を抱く滋賀ならではの教育研究をさらに進めます。 

・時代の流れを先取りし、先駆的・戦略的なものの見方ができる、進取の気性に富む人が育つ大学

づくりを進めます。

・グローバル化の進展等による国際化の諸問題に対応する新しい時代に向けたモデルとなる大学を

目指します。

教 育 の 特 色 
（１）４年一貫教育 

 より確かな知識と技術の修得を目指し、各学部別にその目的に従った個性的な教育を系統的

に実施するため、専門科目を４年間にわたって一貫して編成する完全な４年一貫教育を実施し

ます。これにより、それぞれの学部に入学した学生は、１年次から専門分野の講義を受けるこ

とができます。

（２）目標を明確にした基礎教育の重視 

 全学部に共通する全学共通基礎科目、学部の専門的な共通基礎科目、および学科の基礎科目

が、すべて各学部・学科の教育目標に合わせて選ばれており、最も適切な年次に学ぶことがで

きるようになっています。

（３）人間を深く見つめる「人間学」 

  全学共通科目の中で、人間・環境・社会・文化を知る「人間学」が４年間いつでも履修でき

ます。目まぐるしく変化する現代社会の中で、人間と環境、社会、文化を深く理解し、人間と

いうものを深く見つめ、生き方を探るのが「人間学」です。人間探求学を１年次の必修とし、

入門・概説ではなく、現実の問題に立論して、ひとつの見解に達するまでのプロセスを追求す

る様々な科目を選択科目としています。

（４）変革力を身につける「地域教育」 

地域と大学が人材を共育し、地域を共創する自立圏域「びわ湖ナレッジ・コモンズ」の形成

をめざし、地域課題に対する教育・研究・社会貢献に取組んでいます。

 地域教育では、全学共通科目の地域基礎科目、各学部学科の地域志向専門科目、全学部生が

選択可能な地域学副専攻を通して地域課題とその解決法について体系的に学び、コミュニケー

ション力、構想力および実践力を兼ね備えた変革力を身につけることを目指します。

（５）少人数による対話・討論型の授業 

 教員と学生の日常的な触れ合いを重視するという基本方針のもとに、フィールドワークや実

験・実習などにおいて、少人数による対話・討論型の授業が多くあります。

 例えば、１年次の必修科目である「人間探求学」は、学科ごとに５､６名のグループに分け、

大学で学ぶために必要な能力を養うことをねらいとし、教育の原点である人間と人間のふれあ

いの機会を提供しています。

（６）他学部・他学科の履修 

 学生の多様な学習意欲に応えるために、学部・学科の多様性を生かし、他学部、他学科で修

得した単位を卒業単位として認定し、より幅の広い人材の育成を目指します。
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Ⅰ 学生受入方針（アドミッション・ポリシー） 

滋賀県立大学の受入方針 

 

滋賀県立大学は、環境科学部、工学部、人間文化学部、人間看護学部の４学部からなり、

「キャンパスは琵琶湖。テキストは人間。」をモットーに、「環境」と「人間」をキーワー

ドにした「人が育つ」大学として、平成７年（1995 年）に設立されました。琵琶湖に隣接

し、緑豊かな自然環境のなかで、近江の歴史や多様な文化・産業を背景に、「地域に根ざし、

地域に学ぶ」実践的教育が展開されています。 

 

 滋賀県立大学の学生は各学部・学科が掲げている人材養成の目標に向かって、体系的に

配置された授業科目を段階的に学びながら自己形成に努めます。この教育目標を達成する

ために、必要な基礎学力を基盤にして、主体的に学び、自らの将来像の実現を目指そうと

する意欲的な学生を求めます。そのため、滋賀県立大学では主に次の３種類の入学試験を

行っています。 

（１）一般選抜・前期日程（大学入学共通テスト、個別学力試験、志望理由書等を併用し

た、幅広い基礎知識、思考力および主体性等についての選抜試験） 

（２）一般選抜・後期日程（大学入学共通テスト、学科の専門を反映させた個別試験、志

望理由書等を併用した、専門分野に関わる知識、技能、表現力および主体性等につい

ての選抜試験） 

（３）特別選抜（学校推薦型選抜 A、B、C、D）（総合問題、実技試験あるいは大学入学共

通テストと面接を併用した、学力および主体性等についての選抜試験） 

 

 さらに、特別選抜（帰国生徒特別選抜、私費外国人留学生特別選抜）を実施し、多様な

学生の受け入れに努めています。 
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環境科学部環境生態学科 

 

環境生態学科は、自然科学に関する専門知識と技術を基盤として、人と自然が複雑に関わりあうなかで生じ

る環境問題を発見し、その科学的な解決法を主体的かつ積極的に提案できる人材の育成を目指しています。こ

の教育目標を達成するために、次のような学生を求めます。 

 

１．求める学生像 

① 自然環境に対する知的好奇心や探究心と、環境問題に対する強い関心を持ち、自ら積極的に学ぶ意欲を

有する人（関心・意欲） 

② 自然科学に関する専門知識と技術を身につけるために必要な基礎学力を有する人（知識・理解） 

③ 課題解決に取り組むために必要な高い洞察力と論理的かつ柔軟な思考を有する人（思考力・判断力） 

④ 美しくも厳しい自然のなかで行われる環境調査を途中で投げ出さず最後までやりきるための努力を惜

しまない人、すなわち、たくましくしなやかな人間性を有する人（持続力・集中力） 

２．入学者選抜の基本方針 

環境生態学科の入学試験では、高等学校までの教育課程を尊重し、基礎学力（知識・理解）を重視しま

す。さらに、高校教育や日常生活によって培われた論理的思考力・判断力、自然環境への関心、学ぶ意欲、

主体性など、本学科への適応性についても評価します。このため、一般選抜（前期日程・後期日程）と特

別選抜を実施し、それぞれ、大学入学共通テスト、個別学力試験、個別面接（口頭試問を含む）の中から 2

つを組み合わせて課します。 

３．選抜方法 

【一般選抜（前期日程）】 

一般選抜（前期日程）では、環境科学を学ぶ上で必要となる基礎学力に加え、自然科学に関する知識と

論理的思考力を重視します。このため、大学入学共通テスト（国語・地歴公民・数学・理科・英語）と個

別学力試験（数学・理科）を課します。また、自然環境への関心、学ぶ意欲、主体性など、本学科への適

応性を評価するため、志望理由書等を参考資料とします。 

 

【一般選抜（後期日程）】 

一般選抜（後期日程）では、環境科学を学ぶ上で必要となる基礎学力に加え、自然科学に関する知識と

論理的思考力を重視します。このため、大学入学共通テスト（国語・地歴公民・数学・理科・英語）と個

別学力試験（理科）を課します。また、自然環境への関心、学ぶ意欲、主体性など、本学科への適応性を

評価するため、志望理由書等を参考資料とします。 

 

【特別選抜（学校推薦型選抜）】 

特別選抜（学校推薦型選抜 A、C）では、環境科学を学ぶ上で必要となる基礎学力に加え、自然環境への

関心、学ぶ意欲、主体性など、本学科への適応性を評価します。このため、大学入学共通テスト（国語（※

現代文のみ）・地歴公民・数学・理科・英語）と個別面接（口頭試問を含む）を課します。 
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環境科学部環境政策・計画学科 

 

環境政策・計画学科では、環境と調和した社会を形成するために、社会を形成している企業、政府、市民の

行動を環境調和型に変革していく、豊かなコミュニケーション力および議論による問題解決力を身につけた人

材を養成します。この教育目標を達成するために、次のような学生を求めます。 

 

１．求める学生像 

① 人間社会と自然環境の広い範囲にわたって関心を有する人（興味・関心・意欲） 

② 環境政策や環境計画を学ぶ上で必要な国語・数学・英語・理科・地歴公民の基礎学力を有する人（知識・

理解） 

③ 見出された問題の解決に向けて、論理的に思考できる基礎力を有するとともに、グループワーク等にお

ける討議の場に参加でき、与えられた課題に対して論理的に議論でき、リーダーシップを発揮できる素

養を有する人（思考力・判断力・主体性） 

 

２．入学者選抜の基本方針 

環境政策・計画学科の入学試験では、高等学校までの教育課程を尊重し、基礎学力（知識・理解）と思

考力・判断力・主体性を重視します。さらに、高校教育や日常生活によって培われた、興味・関心・意欲

についても評価します。このため、一般選抜（前期日程と後期日程）と特別選抜を実施します。 

３．選抜方法 

【一般選抜（前期日程）】 

一般選抜（前期日程）では、確かな基礎学力（知識・理解）に加え、思考力・判断力を評価します。こ

のため、大学入学共通テスト（国語・数学・英語・理科・地歴公民）と個別学力試験（英語あるいは数学）

を課します。また、興味・関心・意欲・主体性を評価するために志望理由書等を参考資料とします。 

 

【一般選抜（後期日程）】 

一般選抜（後期日程）では、確かな基礎学力（知識・理解）に加え、思考力・判断力と興味・関心・意

欲を評価します。このため、大学入学共通テスト（国語・数学・英語・理科・地歴公民）と個別学力試験

（総合問題）を課します。また、興味・関心・意欲・主体性を評価するために志望理由書等を参考資料と

します。 

 

【特別選抜（学校推薦型選抜）】 

特別選抜（学校推薦型選抜 A、C）では、確かな基礎学力（知識・理解）に加え、興味・関心・意欲と思

考力・判断力・主体性を評価します。このため、大学入学共通テスト（国語・数学・英語・理科・地歴公

民）と個別面接（口頭試問を含む）を課します。 
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環境科学部環境建築デザイン学科 

 

環境建築デザイン学科では、持続可能な社会の建設のために、建築学を基礎に、建築を巡る環境や地域が抱

える問題を発見、理解し、解決する能力を有する人材を育成します。この教育目標を達成するために、次のよ

うな学生を求めます。 

 

１．求める学生像 

① 高度な専門知識を身につけるために必要な数学、理科、英語、国語、地理歴史・公民の基礎学力を有す 

る人（知識・理解） 

② 環境建築デザインや地域社会の創造に強い関心を持ち、自ら学ぼうとする意欲を持つ人（関心・意欲） 

③ 都市、地域、景観、防災、資源、エネルギー、世界規模の問題まで広範な関心を持ち、人と協調する力

を有する人（協働性） 

④ 見出された問題に対して論理的に思考し、その解決に向けて創造する基礎力を有する人（思考力・判断

力・表現力） 

２．入学者選抜の基本方針 

環境建築デザイン学科の入学試験では、高等学校までの教育課程を尊重し、基礎学力（知識・理解）を

重視します。さらに、高校教育や日常生活によって培われた関心・意欲、協働性、思考力・判断力・表現

力についても評価します。このため、一般選抜（前期日程・後期日程）と特別選抜（学校推薦型選抜 A、C）

を実施し、それぞれ大学入学共通テスト、個別学力試験、造形実技試験、個別面接（口頭試問を含む）の

中から複合的に課します。 

３．選抜方法 

【一般選抜（前期日程）】 

一般選抜（前期日程）では確かな基礎学力（知識・理解）と思考力・判断力を評価します。このため大

学入学共通テスト（国語・数学・英語・理科・地歴公民）と個別学力試験（数学・英語・理科）を課しま

す。また、主体性等を評価するために志望理由書等を参考資料とします。 

 

【一般選抜（後期日程）】 

一般選抜（後期日程）では確かな基礎学力（知識・理解）に加え、思考力・判断力・表現力を評価しま

す。このため大学入学共通テスト（国語・数学・英語・理科・地歴公民）と造形実技試験を課します。ま

た、主体性等を評価するために志望理由書等を参考資料とします。 

 

【特別選抜（学校推薦型選抜）】  

特別選抜（学校推薦型選抜 A）では、確かな基礎学力（知識・理解）に加え、関心・意欲、協働性を評

価します。このため大学入学共通テスト（国語・数学・英語・理科・地歴公民）と個別面接（口頭試問を

含む）を課します。 

特別選抜（学校推薦型選抜 C）では、関心・意欲、協働性、思考力・表現力を総合的に評価します。こ

のため個別面接（口頭試問、プレゼンテーションを含む）を課します。 
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環境科学部生物資源管理学科 

 

生物資源管理学科では、動植物の生産や病害虫からの保護、土壌・水資源の保全と活用、生物機能を利用し

た物質生産や環境改善など、農林水産業に関わる生物資源の管理と活用に関する基本的な知識と技術を有する

人材を養成します。この教育目標を達成するために、次のような学生を求めます。 

 

１．求める学生像 

① 高度な専門的知識を身につけるために必要な理科、数学、外国語等の基礎学力を有する人（知識・理解） 

② 農林水産業や地域環境に強い関心を持ち、自ら学ぼうとする意欲を持つ人（関心・意欲） 

③ 地域社会から世界規模の問題まで広範な関心を持ち、人と協力してそれらの問題を解決する力を有する

人（関心・協働性） 

④ 見出された問題の解決に向けて論理的に思考できる基礎力を有する人（思考力・判断力） 

２．入学者選抜の基本方針 

生物資源管理学科の入学試験では、高等学校までの教育課程を尊重し、基礎学力（知識・理解）を重視

します。さらに、高校教育や日常生活によって培われた思考力・判断力、関心・意欲、協働性についても

評価します。このため、一般選抜（前期日程、後期日程）と特別選抜を実施し、それぞれ大学入学共通テ

スト、個別学力試験、個別面接（口頭試問を含む）の中から２つを組み合わせて課します。 

３．選抜方法 

【一般選抜（前期日程・後期日程）】 

一般選抜では、確かな基礎学力（知識・理解）と思考力・判断力を重視します。このため、大学入学共

通テスト（国語・数学・英語・理科・地歴公民（※前期日程のみ））と個別学力試験（理科）を課します。また、

当学科で学ぶことに対する関心・意欲を評価するために志望理由書等を参考資料とします。 

 

【特別選抜（学校推薦型選抜）】 

特別選抜（学校推薦型選抜 A）では、確かな基礎学力（知識・理解）に加え、関心・意欲、思考力・判

断力、協働性を評価します。このため、大学入学共通テスト（数学・英語・理科）と個別面接（口頭試問

を含む）を課します。 
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工学部材料化学科 

 

材料化学科は、環境と調和した持続可能な人間社会の構築を目指し、科学技術に裏打ちされた材料の進歩に

貢献できる、研究者 ・ 技術者の養成を目的としています。 そのため本学科では、学問の基礎の理解と実験

や演習などの実践を重視し、無機から有機までの幅広い物質、新エネルギー材料や環境材料などの様々な用途

について、基礎から応用にわたる多面的な教育・研究を行い、“モノづくり”や新材料に興味を持ち、自己の

能力向上に努める人材の育成を行います。この教育目標を達成するために、次のような学生を求めます。 

 

１．求める学生像 

① 無機から有機までの幅広い物質、新エネルギー材料や環境材料などの様々な領域に強い関心と学びに対

する意欲があり、自らの明確な目標設定を継続して行える素養のある人（関心・意欲） 

② 数学、理科（物理と化学）、国語、英語、地理歴史・公民の科目に関して、材料に関する研究者・技術

者となるための専門的内容と判断力の修得に必要な高等学校理系卒業レベルの学力を有する人（知識・

理解） 

③ 今までに得た知識・教養・経験を組み合わせ考える力（応用力）を持ち、また材料開発や新たな現象を

類推する力（創造力）の素地があり、科学に対する思考を深めて適切に判断できる能力を伸ばす素養を

有する人（思考力・判断力） 

④ 問題解決のために、積極的に討議の場に参加でき、与えられた課題に対して論理的に相手を説得でき、

リーダーシップを発揮する素養を有する人（積極性・論理的説得力・リーダーシップ力） 

⑤ 主体的に他の人と協働して課題解決に向けた取り組みができ、得られた成果あるいは自分の考えについ

て自らの言葉で的確に表現し、相手に伝える能力を伸ばす素養を有する人（主体性・協働力・表現力） 

２．入学者選抜の基本方針 

材料化学科の入学試験では、高等学校までの教育課程を尊重し、基礎学力（知識・理解）を重視します。

さらに、高等学校教育や日常生活によって培われた関心・意欲・思考力・判断力・積極性・論理的説得 

力・主体性・協働力・リーダーシップ力・表現力についても評価します。このため、一般選抜（前期日程・

後期日程）と特別選抜（学校推薦型選抜 A、B、C）を実施し、それぞれ大学入学共通テスト、個別学力試

験、グループ討論、個別面接（口頭試問を含む）のいくつかを組み合わせた入学試験を課します。 

３．選抜方法 

【一般選抜（前期日程・後期日程）】 

一般選抜では、確かな基礎学力（知識・理解）と思考力・判断力・積極性・論理的説得力・主体性・協

働力・リーダーシップ力・表現力を重視します。このため、大学入学共通テスト [国語・数学・英語・理科

（物理、化学）・地歴公民] と個別学力試験 [数学・理科（物理・化学）] に加え、グループ討論を課しま

す。また、主体性等を評価するために志望理由書等を参考資料とします。 

 

【特別選抜（学校推薦型選抜）】 

特別選抜（学校推薦型選抜 A、B、C）では、確かな基礎学力（知識・理解）に加え、関心・意欲、主体

性・協働力、思考力・判断力・表現力を評価します。このため、大学入学共通テストと個別面接（口頭試

問を含む）を課します。大学入学共通テストでは、特別選抜（学校推薦型選抜 A、C）で国語・数学・英語・

理科（物理、化学）・地歴公民を、特別選抜（学校推薦型選抜 B）で国語・数学・英語・理科（物理、化学）

をそれぞれ課します。 
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工学部機械システム工学科 

 

機械システム工学科は、機械工学の基礎とシステム的なセンスを備え、高機能な機械を設計・開発でき、柔

軟な発想能力の備わった技術者の養成を目指しています。そのために、機械工学の基幹となる熱力学、流体力

学、材料力学、機械力学に、制御工学、情報処理基礎、メカトロニクス、生産工学などの幅広い科目を加え、

さらに多くの演習や実験を取り入れたカリキュラムによって、基礎から応用にわたる多面的な教育を行います。

この教育目標を達成するために、次のような学生を求めます。 

 

１．求める学生像 

① 機械とそのシステム、力学、ものづくり、ならびにこれらと自然環境、社会、人間との関わりに強い関

心を持ち、自己の能力向上に対する意欲を持つ人（関心・意欲） 

② 機械システム工学を学び活用し、様々な人と協力して社会に貢献することに主体的に取り組もうという

意欲のある人（主体性・協働力） 

③ 機械システム工学を学び、この分野の課題に取り組む能力を身につけるために必要となる、高等学校の

数学および物理の知識を備え、その知識に基づいた理解力と思考力のある人（知識・理解，理解力・思

考力） 

④ 基礎学力として、高等学校で履修する国語、英語、地歴公民、化学において、高等学校理系卒業レベル

の学力を備えている人（知識・理解） 

⑤ 知識・教養・経験を組合せて適切に思考・判断して、その結果や自分の考えを相手に伝えることができ

る素養を有する人（思考力・判断力・表現力） 

２．入学者選抜の基本方針 

機械システム工学科の入学試験では、高等学校までの教育課程を尊重し、確かな基礎学力（知識・理解）

を重視します。さらに、高等学校教育や日常生活によって培われた思考力・判断力・表現力、関心・意欲、

主体性・協働力についても評価します。このため、一般選抜（前期日程・後期日程）と特別選抜（学校推

薦型選抜 A、B、C）を実施し、それぞれ大学入学共通テストと個別学力試験、大学入学共通テストと個別

面接（口頭試問を含む）を課します。 

３．選抜方法 

【一般選抜（前期日程・後期日程）】 

一般選抜では、幅広い分野の確かな基礎学力（知識・理解）を重視します。また、これに加えて思考力・

判断力、主体性・協働力も評価します。このため、大学入学共通テスト [国語・数学・英語・理科（物理、

化学）・地歴公民]、個別学力試験[数学・物理]を課します。また、主体性等を評価するために志望理由書等

を参考資料とします。 

 

【特別選抜（学校推薦型選抜）】 

特別選抜（学校推薦型選抜 A、B、C）では、確かな基礎学力（知識・理解）に加え、関心・意欲、思考

力・判断力・表現力、主体性・協働力を評価します。このため、大学入学共通テストと個別面接（口頭試

問を含む）を課します。まず、大学入学共通テストでは、特別選抜（学校推薦型選抜 A、C）で国語・数学・

英語・理科（物理、化学）・地歴公民を、特別選抜（学校推薦型選抜 B）で国語・数学・英語・理科（物理）

をそれぞれ課します。 
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工学部電子システム工学科 

 

電子システム工学科は、電気・電子・情報工学分野で基礎から応用まで幅広い知識と高度な技術をもつとと

もに、豊かな人間性とコミュニケーション力および問題解決力を身につけた、地域はもとより世界に通用する

創造力豊かで自律した技術者の育成を目指しています。この教育目標を達成するために、次のような学生を求

めます。 

 

１．求める学生像 

① 国語、地理歴史・公民、数学、理科（物理と化学）、英語の科目に関して、電気・電子・情報工学分野

の技術者に要求される専門知識・能力および教養を身につけるために必要となる、高等学校理系卒業レ

ベルの基礎学力を有する人（知識・理解）  

② 電気・電子・情報工学分野の課題を設定・遂行・解決する能力を身につけるために必要となる、高等学

校理系科目（数学と物理）の思考力を有する人（思考力・判断力） 

③ 自律した技術者に求められる情報伝達・発信力と協働力を身につけるために必要となる、基礎的なコミ

ュニケーション力・態度を有する人（協働性・主体性） 

④ 電気・電子・情報工学分野に夢や魅力を感じ、基礎から応用まで幅広い素養を身につけて積極的に活躍

していきたい人、知的好奇心をもって常に新しいことに挑戦し、専門分野を通して積極的に社会に貢献

していきたい人（関心・意欲） 

２．入学者選抜の基本方針 

電子システム工学科の入学試験では、高等学校までの教育課程を尊重し、基礎学力（知識・理解）を重

視します。さらに、高等学校教育や日常生活で培われた「思考力・判断力」と「協働性・主体性、関心・

意欲」のどちらかについても評価します。このため、一般選抜（前期日程、後期日程）と特別選抜（学校

推薦型選抜 A、B、C）を実施し、大学入学共通テストおよび個別学力試験と個別面接（口頭試問を含む）

のどちらかを組み合わせた試験を課します。 

３．選抜方法 

【一般選抜（前期日程・後期日程）】 

一般選抜では、高等学校理系卒業レベルの確かな基礎学力（知識・理解）と数学および物理の深い思考

力・判断力、および協働性・主体性を評価します。このため、大学入学共通テスト [国語・数学・英語・理

科（物理、化学）・地歴公民] と個別学力試験 [数学・理科（物理）・英語（前期日程のみ）]を課します。

また、主体性等を評価するために志望理由書等を参考資料とします。 

 

【特別選抜（学校推薦型選抜）】 

特別選抜（学校推薦型選抜 A、B、C）では、高等学校理系卒業レベルの確かな基礎学力（知識・理解）

と協働性・主体性、関心・意欲を評価します。このため、高等学校等での学習内容にも考慮しながら、大

学入学共通テスト [国語・数学・英語・理科（物理、化学）・地歴公民]と個別面接（口頭試問を含む）を課

します。 
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人間文化学部地域文化学科 

 

地域文化学科では、日本、特に近江の歴史・文化・社会、およびアジアとの交流に強い関心をもちながら自

ら行動し、社会貢献の一環として学んだことを地域に還元し、科学的な目で地域を見つめてこれからの地域の

ありかたを探求する意欲を持ち、問題解決能力をもって独創的な発想ができる人材を養成します。この教育目

標を達成するために、次のような学生を求めます。 

 

１．求める学生像 

① 地域社会の過去と現在の諸問題を学ぶために必要な基礎学力を有する人（知識・理解） 

② 地域社会の諸問題について、学んだことをふまえて論理的に考え、判断する基礎力のある人（思考力・

判断力） 

③ 歴史・文化・社会に強い関心を持ち、自ら学ぶ強い意欲をもつ人（関心・意欲） 

④ ローカルな問題からグローバルな問題まで広い関心をもち、自らの考えを相手に伝え、多様な人々と交

流できる人（表現力・協働性） 

２．入学者選抜の基本方針 

地域文化学科の入学試験では、高等学校までの教育課程を尊重し、基礎学力（知識・理解）を重視しま

す。さらに、高校教育や日常生活によって培われた思考力・判断力、関心・意欲、表現力、協働性につい

ても評価します。このため、一般選抜（前期日程・後期日程）と特別選抜（学校推薦型選抜）を実施し、

それぞれ、大学入学共通テスト、個別学力試験、個別面接（口頭試問を含む）を組み合わせて課します。 

３．選抜方法 

【一般選抜（前期日程）】 

一般選抜（前期日程）では確かな基礎学力（知識・理解）と思考力・判断力を重視します。このため、

大学入学共通テスト（数学/理科から１教科と国語・外国語・地歴公民）と個別学力試験（国語・英語）を

課します。また、主体性等の評価に際しては、「求める学生像」をふまえて自ら記載した志望理由書等を参

考資料とします。 

 

【一般選抜（後期日程）】 

一般選抜（後期日程）では、確かな基礎学力（知識・理解）に加え、思考力・判断力・表現力を評価し

ます。このため、大学入学共通テスト（国語/数学/理科から１教科と外国語・地歴公民）と個別学力試験と

して小論文を課します。また、主体性等の評価に際しては、「求める学生像」をふまえて自ら記載した志望

理由書等を参考資料とします。 

 

【特別選抜（学校推薦型選抜）】 

特別選抜（学校推薦型選抜 A、 C）では、確かな基礎学力（知識・理解）に加え、関心・意欲・協働性

を評価します。このため、総合問題（英語、文系総合問題）と個別面接（口頭試問を含む）を課します。 
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人間文化学部生活デザイン学科 

 

生活デザイン学科では、人間に身近な生活環境の問題を発見し、その解決策を考え、社会に活躍できる人の

育成を目指しています。この教育理念に沿って、人間に身近な生活環境としての住居、道具、服飾、構想のデ

ザインの理論と実践を学び、身近な生活環境を観察・分析して問題を発見し、その解決策を造形的・論理的に

表現できる能力を身につけ、地域はもとより広く社会の発展に貢献できる人材の育成を、教育目標に掲げてい

ます。この教育目標を達成するために、次のような学生を求めます。 

 

１．求める学生像 

① 高度な専門知識を身につけるための基礎学力を持っている人（知識・理解） 

② 柔軟かつ論理的に問題を解決する基礎力を持っている人（思考力・判断力） 

③ 身近な生活環境に対する関心と観察力を持っている人（興味・関心、観察力） 

④ 表現行為に興味を持ち主体的に創意工夫のできる人（表現力） 

⑤ 積極的行動力を身につけるための基礎力を持っている人（行動力） 

２．入学者選抜の基本方針 

生活デザイン学科の入学試験では、高等学校までの教育課程を尊重し、基礎学力（知識・理解）を重視

します。さらに高校教育や日常生活によって培われた、思考力・判断力、興味・関心、観察力、表現力、

行動力についても評価します。このため一般選抜（前期日程と後期日程）と特別選抜を実施し、大学入学

共通テスト、個別学力試験、個別実技試験、個別面接（口頭試問を含む）を課します。 

３．選抜方法 

【一般選抜（前期日程）】 

一般選抜（前期日程）では、確かな基礎学力（知識・理解）と思考力・判断力を重視します。このため、

大学入学共通テスト（国語・数学・外国語・理科・地歴公民）と個別学力試験[英語・国語（現代文）]を課

します。また、主体性等を評価するために志望理由書等を参考資料とします。 

 

【一般選抜（後期日程）】 

一般選抜（後期日程）では、確かな基礎学力（知識・理解）と観察力、表現力を重視します。このため、

大学入学共通テスト（国語/数学/理科/地歴公民から３教科・外国語）と個別実技試験（デッサン）を課しま

す。また、主体性等を評価するために志望理由書等を参考資料とします。 

 

【特別選抜（学校推薦型選抜）】 

特別選抜（学校推薦型選抜 A、C）では、確かな基礎学力（知識・理解）と興味・関心、行動力を重視し

ます。このため、大学入学共通テスト（国語/数学/理科/地歴公民から３教科・外国語）と個別面接（口頭試

問を含む）を課します。 
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人間文化学部生活栄養学科 

 

生活栄養学科は、科学的根拠に基づき、食事を介して栄養が健康に寄与するという認識を基盤として、人の

健康に貢献する専門知識・技術を有する人材の育成を目的としています。そのため本学科では、学問の基礎の

理解と実験・実習を重視し、栄養学の基礎から応用、実践にわたる体系的、多面的な教育・研究を行うことに

より、管理栄養士として医療、保健、福祉、健康、スポーツ、教育、研究などの分野で活躍する人材の育成を

行います。さらには、卒業後に大学院等で学ぶことにより、高度な専門知識・技術を有し、将来、リーダーと

して活躍する管理栄養士、教育者、研究者になることを期待しています。この教育目標を達成するために、次

のような学生を求めます。 

 

１．求める学生像 

① 生命科学および栄養学に基づいた食、栄養、運動、健康の関わりに強い関心を持ち、自己の能力向上に

対する意欲ならびに将来、管理栄養士として社会貢献する意欲のある人（関心・意欲） 

② 協働作業で自分の役割を理解し、積極的に実行することができる人（協働性） 

③ 本学で生命科学および栄養学を学ぶために必要な基礎学力を有する人（知識・理解） 

④ 今までに得た知識・教養・経験を組合せて論理的に思考を深め、その思考に基づいて適切に判断し、そ

の結果や自分の考えを相手に伝える力を有する人（思考力・判断力・表現力） 

２．入学者選抜の基本方針 

生活栄養学科の入学試験では、高等学校までの教育過程を尊重し、基礎学力（知識・理解）を重視しま

す。さらに高校教育や日常生活によって培われた、関心・意欲、協働性、思考力・判断力・表現力につい

ても評価します。このため一般選抜（前期日程と後期日程）と特別選抜（学校推薦型選抜 A、C）を実施し、

それぞれ大学入学共通テストと個別学力試験、大学入学共通テストと個別面接を課します。 

３．選抜方法 

【一般選抜（前期日程）】 

大学入学共通テストは５教科（国語・数学・英語・理科・地歴公民）を課し、高等学校で身につける文

科系・理科系にわたる基礎学力（知識・理解）を評価します。個別学力試験では、栄養学を学ぶうえで基

盤となる化学と英語について、より深い「知識・理解」と「思考力・判断力」を評価します。また、主体

性等を評価するために志望理由書等を参考資料とします。 

 

【一般選抜（後期日程）】 

大学入学共通テストは５教科（国語・数学・英語・理科・地歴公民）を課し、高等学校で身につける文

科系・理科系にわたる基礎学力（知識・理解）を評価します。個別学力試験では、栄養学を学ぶうえで基

盤となる化学について、より深い「知識・理解」と「思考力・判断力」を評価します。また、主体性等を

評価するために志望理由書等を参考資料とします。 

 

【特別選抜（学校推薦型選抜）】 

特別選抜（学校推薦型選抜 A、C）では、大学入学共通テストは５教科（国語・数学・英語・理科・地歴

公民）を課し、高等学校で身につける文科系・理科系にわたる基礎学力（知識・理解）を評価します。個

別面接では､「関心・意欲」､「表現力」､「協働性」を合わせて評価します。 
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人間文化学部人間関係学科 

 

人間関係学科では、人間関係を生涯にわたって発達・変化していくものとして柔軟に捉え、自身と共同体と

の関わりについて考え続けるための総合的教育を行っています。入学後には、人間関係への興味・関心を持ち、

さまざまな環境における人間どうしのあり方を記述し、実践的にとらえ直すことが中心課題となります。この

教育目標を達成するために、次のような学生を求めます。 

 

１．求める学生像 

① さまざまな共同体で生じる問題に取り組むための基礎学力を有する人（知識・理解） 

② 自他の体験を客観的に記述し、とらえ直す力を有する人（思考力･構成力） 

③ さまざまな発達段階・環境における人と人との関わりに関心を持ち、自ら学ぶ強い意欲を有する人（関

心・意欲） 

④ 自分の考えや意見を表現し、相手に伝えるための基礎的な能力を有する人（読解力・表現力） 

２．入学者選抜の基本方針 

人間関係学科の選抜試験では、高等学校までの教育課程を尊重し、基礎学力（知識・理解）を重視しま

す。さらに、大学生活の中で人間関係のあり方を記述しとらえ直すための関心・意欲、思考力、表現力を

選抜基準とします。このため、一般選抜（前期日程・後期日程）と特別選抜を実施し、それぞれ、大学入

学共通テスト、個別学力試験、個別面接（口頭試問を含む）の中から２つを組み合わせて課します。 

３．選抜方法 

【一般選抜（前期日程）】 

一般選抜（前期日程）では、高等学校までの基礎学力（知識・理解）と思考力を重視します。このため、

大学入学共通テスト（国語・数学・外国語・理科・地歴公民）と個別学力試験[英語・国語（現代文）]を課

します。また、主体性等を評価するために志望理由書等を参考資料とします。 

 

【一般選抜（後期日程）】 

一般選抜（後期日程）では、高等学校までの基礎学力（知識・理解）と表現力、特にことばを介した構

成力と読解力を重視します。このため、大学入学共通テスト（国語/数学/理科/地歴公民から２教科・外国語）

と個別学力試験（小論文）を課します。また、主体性等を評価するために志望理由書等を参考資料としま

す。 

 

【特別選抜（学校推薦型選抜）】 

特別選抜（学校推薦型選抜 A）では、高等学校までの教育課程とともに、思考力と判断力、および柔軟

な興味と関心を持つ力を重視し、総合問題（英語、文系総合問題）と個別面接（口頭試問を含む）を課し

ます。 
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人間文化学部国際コミュニケーション学科 

 

国際コミュニケーション学科は、グローバル化する現代社会において、広く活躍できる見識とコミュニケー

ション能力を備えた人材の育成を目標としています。この教育目標を達成するために、次のような学生を求め

ます。 

 

１．求める学生像 

① 英語もしくは他の外国語（ドイツ語、フランス語、中国語、韓国語など）について高い運用能力を身に

つけるために必要な語学力を有する人（知識・理解、技術・技能） 

② 幅広い知識や教養の基盤となる国語、地理歴史または公民、数学または理科についての基礎学力を有す

る人（知識・理解） 

③ 自国および諸外国の社会・文化・歴史等への強い関心と学習への意欲を有する人（関心・意欲） 

④ 自分の考えや意見を積極的に提示し、相手の理解を得るための基礎的な能力を有している人（表現力） 

⑤ グローバル化によって発生する課題について、人々との交流を通して、自らの見解を形成しようとする

姿勢を有する人（協働性） 

２．入学者選抜の基本方針 

国際コミュニケーション学科の入学試験では、基礎学力（知識・理解）を重視するとともに、外国語（特

に英語）の運用能力（語学力）を重要な評価ポイントとします。さらに、関心・意欲、表現力、協働性に

ついても評価します。このため、一般選抜（前期日程・後期日程）と特別選抜を実施し、それぞれ、大学

入学共通テスト、個別学力試験、総合問題、個別面接（口頭試問を含む）を組み合わせて課します。 

３．選抜方法 

【一般選抜（前期日程）】 

一般選抜（前期日程）では、確かな基礎学力（知識・理解）と思考力・判断力を重視します。このため、

大学入学共通テスト（数学/理科から 1 教科・国語・外国語・地歴公民）と個別学力試験 [英語・国語（現

代文）] を課します。また、主体性等を評価するために志望理由書等を参考資料とします。 

 

【一般選抜（後期日程）】 

一般選抜（後期日程）では、確かな基礎学力（知識・理解）と思考力・判断力を重視します。このため、

大学入学共通テスト（国語・英語・地歴公民）と個別学力試験（小論文）を課します。また、主体性等を

評価するために志望理由書等を参考資料とします。 

 

【特別選抜（学校推薦型選抜）】 

特別選抜（学校推薦型選抜 A）では、確かな基礎学力（知識・理解）に加え、関心・意欲ならびに表現

力と協働性を重視します。このため、総合問題（英語・文系総合問題）と個別面接（口頭試問を含む）を

課します。 
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人間看護学部人間看護学科 

 

人間看護学部では、多面的な視野に立って人間と健康に関わる問題を解決し、地域に貢献できる看護職者を

育成します。この教育目標を達成するために、次のような学生を求めます。 

 

１．求める学生像 

① 人間に対する関心をもち、対人関係の基礎的能力を有する人（表現力・協調性） 

② 生命、医療、看護に対して強い関心をもち、自ら学ぼうとする意欲を有する人（意欲・主体性） 

③ 高度な専門的知識を身につけるために必要な確かな基礎学力を有する人（知識・理解） 

④ 見出された課題解決に向けて論理的に思考できる基盤を有する人（思考力・判断力） 

⑤ 地域社会から国際社会の問題まで広範な関心をもち、人と協働する力を有する人（関心・協働性） 

２．入学者選抜の基本方針 

人間看護学部の入学試験では、高等学校までの教育課程を尊重し、基礎学力（知識・理解）を重視しま

す。さらに、高等学校での教育や日常生活により培われた意欲・主体性、表現力・協調性、関心・協働性、

思考力・判断力についても評価します。このため、一般選抜（前期日程と後期日程）と特別選抜（学校推

薦型選抜）を実施し、それぞれ、大学入学共通テスト、個別学力試験、グループ面接の中から２つを組み

合わせて課します。また、現に看護職である人や看護学生を対象に第 3年次編入学試験を実施します。 

３．選抜方法 

【一般選抜（前期日程）】    

一般選抜（前期日程）では、確かな基礎学力（知識・理解）と思考力・判断力を評価するために、大学

入学共通テスト（国語・地歴公民・数学・理科・外国語）と個別学力試験（英語）を課します。また、意

欲・主体性、関心・協働性を評価するために志望理由書等を参考資料とします。 

 

【一般選抜（後期日程）】 

一般選抜（後期日程）では、確かな基礎学力（知識・理解）に加え、意欲・主体性、表現力・協調性、

思考力・判断力、関心・協働性を評価します。このため、大学入学共通テスト（国語・地歴公民・数学・

理科・外国語）に加え、個別入学試験としてグループ面接を課します。また、主体性等を評価するために

志望理由書等を参考資料とします。 

 

【特別選抜（学校推薦型選抜）】 

特別選抜（学校推薦型選抜 A、D）では、確かな基礎学力（知識・理解）に加え、意欲・主体性、表現力・

協調性、関心・協働性、思考力・判断力を評価します。このため、総合問題（英語、文系総合問題、生物）

に加え、グループ面接を課します。 
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Ｂ Ｃ Ｄ

180 82 55 ― 7 ― 若干名 若干名

環境生態学科 30 11 10 ― 3 ― 若干名 若干名

環境政策・計画学科 40 16 12 ― 4 ― 若干名 若干名

環境建築デザイン学科 50 25 15 ― 若干名 ― 若干名 若干名

生物資源管理学科 60 30 18 ― ― ― 若干名 若干名

150 70 50 若干名 若干名 ― 若干名 若干名

材料化学科 50 20 20 若干名 若干名 ― 若干名 若干名

機械システム工学科 50 25 15 若干名 若干名 ― 若干名 若干名

電子システム工学科 50 25 15 若干名 若干名 ― 若干名 若干名

200 100 60 ― 若干名 ― 若干名 若干名

地域文化学科 60 30 18 ― 若干名 ― 若干名 若干名

生活デザイン学科 30 15 9 ― 若干名 ― 若干名 若干名

生活栄養学科 30 15 9 ― 若干名 ― 若干名 若干名

人間関係学科 30 15 9 ― ― ― 若干名 若干名

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 50 25 15 ― ― ― 若干名 若干名

人間看護学科

600 282 175 若干名 7 10 若干名 若干名

（注） １　一般選抜の「前期日程」および「後期日程」は、分離・分割方式の区分によります。

まで、他の区分から合格者を決定する場合があります。

　 それぞれにおいて、合格者が募集人員に満たない場合は、学科の学校推薦型選抜募集人員の総数に達する

  　関心をもち、本学卒業後、滋賀県内の病院または特定施設において看護職（看護師、保健師、助産師）として

  　６年以上就業する強い情熱と意欲を有する者（養護教諭は除く）とします。

  　「学校推薦型選抜Ａ」および「学校推薦型選抜Ｂ」の出願資格に付されている地域等の条件を付さないものと

  　します。

６  「学校推薦型選抜Ａ」、「学校推薦型選抜Ｂ」、「学校推薦型選抜Ｃ」、「学校推薦型選抜Ｄ」は、他の学校推薦

  　型選抜と併願できません。

 　 限ります。

４  「学校推薦型選抜Ｃ」は、高等学校を令和５年度中に卒業または卒業見込みの者を対象とし、「学校推薦型選

  　抜Ａ」および「学校推薦型選抜Ｂ」の出願資格に付されている地域等の条件を付さないものとします。

７　特別選抜の合格者数は、試験結果によって、募集人員を下回る場合があります。

８　環境科学部（環境生態学科、環境政策・計画学科）は、学校推薦型選抜A、学校推薦型選抜Cの募集区分の

５  「学校推薦型選抜Ｄ」は、高等学校を令和５年度中に卒業または卒業見込みの者を対象とし、看護学に深い

10
人間看護学部

70 30 10

３　「学校推薦型選抜Ｂ」は、高等学校の職業に関する学科若しくは総合学科を令和５年度中に卒業または卒業

　　見込みの者を対象とします。ただし、工業に関する科目を２０単位以上取得した者または取得見込みの者に

6

10

12

6

6

若干名 ―

計 126

２　「学校推薦型選抜Ａ」は、高等学校を令和５年度中に卒業または卒業見込みの者を対象とします。

20 ― ―

10

人間文化学部 40

工　学　部 30

10

10

環 境 科 学 部 36

6

8

10

12

Ⅱ　入学定員と募集人員（令和６年度入学者選抜）

学　　部　　名

入学定員

募　　　集　　　人　　　員

一　般　選　抜 特　別　選　抜　

学　　科　　名 前期日程 後期日程
学校推薦型選抜

帰国生徒
私費外国人

留学生Ａ
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Ⅲ 一般選抜

１  出願資格 

    令和６年度大学入学共通テストのうち、本学の指定する教科・科目を受験した者で、以下の各号

のいずれかに該当する者です。 

(1) 高等学校または中等教育学校を卒業した者および令和６年３月卒業見込みの者

(2) 通常の課程による 12年の学校教育を修了した者および令和６年３月修了見込みの者

(3) 学校教育法施行規則第 150条の規定により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると

認められる者および令和６年３月 31 日までにこれに該当する見込みの者 

  具体的に上記(3)に該当する者は次のとおりです。 

① 外国において、学校教育における 12年の課程を修了した者またはこれらに準ずる者で文部科

学大臣の指定したもの 

② 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当

該課程を修了した者 

③ 専修学校の高等課程（修業年限が 3年以上であること。その他の文部科学大臣が定める基準

を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に

修了した者 

④ 文部科学大臣の指定した者

⑤ 高等学校卒業程度認定試験規則（平成 17年文部科学省令第１号） による高等学校卒業程度

認定試験に合格した者（旧大学入学資格検定規程(昭和 26年文部省令第 13号)による大学入学

資格検定に合格した者を含む。） 

⑥ その他本学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力

があると認められた者で、令和６年３月 31日までに 18歳に達する者 

〈個別の入学資格審査について〉 

  上記⑥により本学への出願を希望する者は、個別の入学資格審査の手続きにより認定を行い、認定者

  には「滋賀県立大学入学資格認定書」を交付します。 

  なお、他の大学の個別の入学資格審査を受け、令和６年度大学入学共通テストに出願した者のうち、

  本学の指定する教科・科目を受験した者で、新たに本学の受験を希望する者については、別に本学の個

  別の入学資格審査（申請期日は令和６年１月 23日（火）（午後５時必着）まで）が必要です。 

  審査手続きについて、詳しくは本学入学試験実施本部まで問い合わせてください。 

  〈問い合わせ先〉 

  滋賀県立大学 入学試験実施本部 TEL:0749-28-8217・8243 

２ 選抜方法 
(1) 入学者の選抜は、大学入学共通テストおよび個別学力検査等の成績ならびに調査書の内容を総

合して行います。試験科目・面接の方法・試験時間・配点等は、21～28ページに記載のとおりで

す。

なお、大学入学共通テストで指定した教科・科目を受験しなかった場合は、出願しても失格と

なり、合格者となることができません。 

(2) 大学入学共通テストと個別学力検査等の合計点で合格最低点の者が複数名同点となった場合は、

志望理由書を合否判定の参考とします。その際、志望理由書は点数化せず、段階評価とします。
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(3) 選抜期日  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学部 学科 前期日程 後期日程 

環境科 

学 部 

環境生態学科 令和 6年 2月 25日（日） 令和 6年 3月 12日（火） 

環境政策・計画学科 令和 6年 2月 25日（日） 令和 6年 3月 12日（火） 

環境建築デザイン学科 令和 6年 2月 25日（日） 令和 6年 3月 13日（水） 

生物資源管理学科 令和 6年 2月 25日（日） 令和 6年 3月 12日（火） 

工学部 

材料化学科 
令和 6年 2月 25日（日） 

       26日（月） 

令和 6年 3月 12日（火） 

       13日（水） 

機械システム工学科 令和 6年 2月 25日（日） 令和 6年 3月 12日（火） 

電子システム工学科 令和 6年 2月 25日（日） 令和 6年 3月 12日（火） 

人間文 

化学部 

地域文化学科 令和 6年 2月 25日（日） 令和 6年 3月 12日（火） 

生活デザイン学科 令和 6年 2月 25日（日） 令和 6年 3月 13日（水） 

生活栄養学科 令和 6年 2月 25日（日） 令和 6年 3月 12日（火） 

人間関係学科 令和 6年 2月 25日（日） 令和 6年 3月 12日（火） 

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 令和 6年 2月 25日（日） 令和 6年 3月 12日（火） 

人間看 

護学部 
人間看護学科 令和 6年 2月 25日（日） 令和 6年 3月 12日（火） 
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(4)試験時間割 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　環境科学部

環境生態学科

　環境科学部

環境政策・計画学科

　環境科学部

環境建築デザイン学科

　環境科学部

生物資源管理学科

　工学部

材料化学科

　工学部

機械システム工学科

　工学部

電子システム工学科

　人間文化学部

地域文化学科

　人間文化学部

生活デザイン学科

人間関係学科

　人間文化学部

生活栄養学科

　人間看護学部

人間看護学科

＊　環境科学部環境政策・計画学科において「英語と数学」の２教科を選択した者は、必ず２教科とも解答すること。

　工学部

材料化学科

（注）「試験説明」では注意事項を説明します。試験説明開始時刻までに、試験室に入室してください。

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

前期日程選抜期日

試験
説明

試験
説明

試験
説明

令和６年２月２６日（月）

英語(90)

英語(90)
試験
説明

試験
説明

数学(120)

試験
説明

試験
説明

数学(120)

英語(90)
試験
説明

数学(120)英語(90)

理科(120)

試験
説明

英語(90)
試験
説明

理科(120)

数学(120)

試験
説明

理科(120)
試験
説明

試験
説明

理科(120)
試験
説明

理科(120)

11:30 12:30 12:50

試験
説明

試験
説明

試験
説明

学    部    等

試  験  時  間  お  よ  び  教  科

前期日程選抜期日 令和６年２月２５日（日）

*英語(90)

試験
説明

数学(120)

17:409:30 10:00

試験
説明

国語
(60)

理科(120)英語(90)
試験
説明

試験
説明

理科(120)

試験
説明

面　接

学    部    等

試  験  時  間  お  よ  び  教  科
9:30 10:00 13:00

14:50 15:20 15:40

*数学(120)
試験
説明

国語(90)
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　環境科学部

環境生態学科

生物資源管理学科

　環境科学部

環境政策・計画学科

　工学部

材料化学科

　工学部

機械システム工学科

電子システム工学科

　人間文化学部

地域文化学科

人間関係学科

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

　人間文化学部

生活栄養学科

　人間看護学部

人間看護学科

　環境科学部

環境建築デザイン学科

　工学部

材料化学科

　人間文化学部

生活デザイン学科

（注）「試験説明」では注意事項を説明します。試験説明開始時刻までに、試験室に入室してください。

後期日程選抜期日 令和６年３月１２日（火）

学    部    等

試  験  時  間  お  よ  び  教  科

9:30 10:00 12:00 13:00 13:30 16:0014:00 17:00

11:30

試験
説明

後期日程選抜期日 令和６年３月１３日（水）

試験
説明

理科(120)

試験
説明

面　　接

試験
説明

小論文
(120)

理科(120)
試験
説明

数学(120)

試験
説明

デッサン(180)

試験
説明

学    部    等

試  験  時  間  お  よ  び  教  科

9:30 10:00 12:00 13:30 17:0014:00

面　接

13:00

試験
説明

造形実技
(120)

理科(120)

試験
説明

総合問題
(90)

試験
説明

試験
説明

数学(120)
試験
説明

理科(120)
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6
0
0

学
科

数
「
数

Ⅰ
」
,「

数
Ⅰ

・
数

Ａ
」
,　

「
数

Ⅱ
」
,

検
査

等
「
数

Ⅱ
・
数

Ｂ
」
，

「
簿

」
，

「
情

報
」
　

　
　

か
ら

１
　

（
注

２
）
（
注

３
）

入
学

定
員

5
0

人

前
　

期
2
5

人
理

「
物

」
，

「
化

」
，

「
生

」
，

「
地

学
」
　

か
ら

２
1
0
0

1
0
0

3
0
0

4
0
0

3
0
0

1
2
0
0

後
　

期
1
5

人

外
「
英

」
　

（
注

１
）

［
５

教
科

６
科

目
］

　
国

「
国

」
そ

の
他

造
形

実
技

1
2
0

大
学

入
学

1
0
0

1
0
0

1
0
0

2
0
0

1
0
0

6
0
0

共
通

ﾃ
ｽ

ﾄ
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
リ

ス
ニ

ン
グ

地
歴

「
世

Ａ
」
,「

世
B

」
,「

日
Ａ

」
,「

日
B

」
,「

地
理

Ａ
」
,「

地
理

Ｂ
」

8
0

2
0

公
民

「
現

社
」
,「

倫
」
,「

政
経

」
,「

倫
・
政

経
」
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
か

ら
１

　
（
注

３
）

個
別

学
力

3
0
0

3
0
0

数
「
数

Ⅰ
」
,「

数
Ⅰ

・
数

Ａ
」
,　

「
数

Ⅱ
」
,

検
査

等
「
数

Ⅱ
・
数

Ｂ
」
，

「
簿

」
，

「
情

報
」
　

　
　

か
ら

１
　

（
注

２
）
（
注

３
）

理
「
物

」
，

「
化

」
，

「
生

」
，

「
地

学
」
　

か
ら

２
1
0
0

1
0
0

1
0
0

2
0
0

1
0
0

3
0
0

9
0
0

外
「
英

」
　

　
（
注

１
）

［
５

教
科

６
科

目
］

　
国

「
国

」
理

「
物

基
・
物

」
，

「
化

基
・
化

」
，

1
2
0

大
学

入
学

2
0
0

1
0
0

2
0
0

1
0
0

2
0
0

8
0
0

「
生

基
・
生

」
　

か
ら

２
　

共
通

ﾃ
ｽ

ﾄ
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
リ

ス
ニ

ン
グ

環
境

科
学

部
地

歴
「
世

Ａ
」
,「

世
B

」
,「

日
Ａ

」
,「

日
B

」
,「

地
理

Ａ
」
,「

地
理

Ｂ
」

1
6
0

4
0

生
物

資
源

公
民

「
現

社
」
,「

倫
」
,「

政
経

」
,「

倫
・
政

経
」
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
か

ら
１

　
（
注

３
）

管
理

学
科

個
別

学
力

4
0
0

4
0
0

数
「
数

Ⅰ
」
,「

数
Ⅰ

・
数

Ａ
」
,　

「
数

Ⅱ
」
,

検
査

等
入

学
定

員
6
0

人
「
数

Ⅱ
・
数

Ｂ
」
，

「
簿

」
，

「
情

報
」
　

　
　

か
ら

２
　

（
注

２
）

前
　

期
3
0

人

後
　

期
1
8

人
理

「
物

」
，

「
化

」
，

「
生

」
，

「
地

学
」
　

か
ら

２
2
0
0

1
0
0

2
0
0

5
0
0

2
0
0

1
2
0
0

外
「
英

」
　

（
注

１
）

［
５

教
科

７
科

目
］

　
国

「
国

」
理

「
物

基
・
物

」
，

「
化

基
・
化

」
，

1
2
0

大
学

入
学

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

4
0
0

「
生

基
・
生

」
　

か
ら

２
　

共
通

ﾃ
ｽ

ﾄ
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
リ

ス
ニ

ン
グ

数
「
数

Ⅰ
」
,「

数
Ⅰ

・
数

Ａ
」
,　

「
数

Ⅱ
」
,

8
0

2
0

「
数

Ⅱ
・
数

Ｂ
」
，

「
簿

」
，

「
情

報
」
　

　
　

か
ら

１
　

（
注

２
）
（
注

３
）

個
別

学
力

4
0
0

4
0
0

理
「
物

」
，

「
化

」
，

「
生

」
，

「
地

学
」
　

か
ら

１
　

（
注

３
）

検
査

等

外
「
英

」
　

（
注

１
）

［
４

教
科

４
科

目
］

1
0
0

1
0
0

5
0
0

1
0
0

8
0
0

後
期

3
月

1
3
日

（
基

礎
造

形
，

デ
ッ

サ
ン

な
ど

の
実

技
に

よ
り

，
空

間
に

関
わ

る
理

解
力

，
構

想
力

，
創

造
力

，
構

成
力

，
表

現
力

を
み

る
。

）

計

前
期

2
月

2
5
日

計

後
期

3
月

1
2
日

計

前
期

2
月

2
5
日

計

共
通

ﾃ
ｽ

ﾄ英
語

配
点

内
訳

共
通

ﾃ
ｽ

ﾄ英
語

配
点

内
訳

共
通

ﾃ
ｽ

ﾄ英
語

配
点

内
訳

共
通

ﾃ
ｽ

ﾄ英
語

配
点

内
訳
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教 科
教 科

科
　

目
　

名
　

等
試

験
時

間
(分

)

国 語
地

歴
公

民
数 学

理 科

外 国 語

総 合

小 論 文

実 技
面 接

配
点

合
計

令
和
６
年
度
一
般
選
抜
の
実
施
教
科
・
科
目
等

学
部

・
学

科
等

名
及

び
入

学
定

員
等

大
学

入
学

共
通

テ
ス

ト
の

利
用

教
科

・
科

目
名

個
　

別
　

学
　

力
　

検
　

査
　

等
大

学
入

学
共

通
テ

ス
ト

・
個

別
学

力
検

査
等

の
配

点
等

科
　

目
　

名
　

等
試

験
の

区
分

学
力

検
査

等
の

区
分

・
日

程

　
国

「
国

」
数

「
数

Ⅰ
・
数

Ⅱ
・
数

Ⅲ
・
数

A
・
数

B
」
　

（
注

４
）

1
2
0

大
学

入
学

1
0
0

1
0
0

2
0
0

2
0
0

2
5
0

8
5
0

共
通

ﾃ
ｽ

ﾄ
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
リ

ス
ニ

ン
グ

工
学

部
地

歴
「
世

Ａ
」
,「

世
B

」
,「

日
Ａ

」
,「

日
B

」
,「

地
理

Ａ
」
,「

地
理

Ｂ
」

理
「
物

基
・
物

」
,「

化
基

・
化

」
　

か
ら

１
1
2
0

1
5
0

1
0
0

材
料

化
学

科
公

民
「
現

社
」
,「

倫
」
,「

政
経

」
,「

倫
・
政

経
」
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
か

ら
１

　
（
注

３
）

そ
の

他
面

接
（
グ

ル
ー

プ
）
 （

注
７

）
2
0

個
別

学
力

2
0
0

3
0
0

5
0
0

数
「
数

Ⅰ
・
数

Ａ
」
　

と
程

度
検

査
等

入
学

定
員

5
0

人
「
数

Ⅱ
・
数

Ｂ
」
，

「
簿

」
，

「
情

報
」
　

　
か

ら
１

　
（
注

２
）

前
　

期
2
0

人

後
　

期
2
0

人
理

「
物

」
と

「
化

」
1
0
0

1
0
0

4
0
0

5
0
0

2
5
0

1
3
5
0

外
「
英

」
　

（
注

１
）

［
５

教
科

７
科

目
］

　
国

「
国

」
数

「
数

Ⅰ
・
数

Ⅱ
・
数

Ⅲ
・
数

A
・
数

B
」
　

（
注

４
）

1
2
0

大
学

入
学

1
0
0

1
0
0

2
0
0

2
0
0

2
5
0

8
5
0

共
通

ﾃ
ｽ

ﾄ
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
リ

ス
ニ

ン
グ

地
歴

「
世

Ａ
」
,「

世
B

」
,「

日
Ａ

」
,「

日
B

」
,「

地
理

Ａ
」
,「

地
理

Ｂ
」

理
「
物

基
・
物

・
化

基
・
化

」
1
2
0

1
5
0

1
0
0

公
民

「
現

社
」
,「

倫
」
,「

政
経

」
,「

倫
・
政

経
」
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
か

ら
１

　
（
注

３
）

そ
の

他
面

接
（
グ

ル
ー

プ
）
　

（
注

７
）

2
0

個
別

学
力

2
0
0

3
0
0

5
0
0

数
「
数

Ⅰ
・
数

Ａ
」
　

と
程

度
検

査
等

「
数

Ⅱ
・
数

Ｂ
」
，

「
簿

」
，

「
情

報
」
　

　
か

ら
１

　
（
注

２
）

理
「
物

」
と

「
化

」
1
0
0

1
0
0

4
0
0

5
0
0

2
5
0

1
3
5
0

外
「
英

」
　

（
注

１
）

［
５

教
科

７
科

目
］

　
国

「
国

」
数

「
数

Ⅰ
・
数

Ⅱ
・
数

Ⅲ
・
数

A
・
数

B
」
　

（
注

４
）

1
2
0

大
学

入
学

1
0
0

1
0
0

2
0
0

2
0
0

2
0
0

8
0
0

共
通

ﾃ
ｽ

ﾄ
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
リ

ス
ニ

ン
グ

工
学

部
地

歴
「
世

Ａ
」
,「

世
B

」
,「

日
Ａ

」
,「

日
B

」
,「

地
理

Ａ
」
,「

地
理

Ｂ
」

理
「
物

基
・
物

」
1
2
0

1
5
0

5
0

機
械

シ
ス

テ
公

民
「
現

社
」
,「

倫
」
,「

政
経

」
,「

倫
・
政

経
」
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
か

ら
１

　
（
注

３
）

2
0
0

2
0
0

4
0
0

ム
工

学
科

個
別

学
力

数
「
数

Ⅰ
・
数

Ａ
」
　

と
検

査
等

入
学

定
員

5
0

人
「
数

Ⅱ
・
数

Ｂ
」
，

「
簿

」
，

「
情

報
」
　

　
か

ら
１

　
（
注

２
）

前
　

期
2
5

人

後
　

期
1
5

人
理

「
物

」
と

「
化

」
1
0
0

1
0
0

4
0
0

4
0
0

2
0
0

1
2
0
0

外
「
英

」
　

（
注

１
）

［
５

教
科

７
科

目
］

　
国

「
国

」
数

「
数

Ⅰ
・
数

Ⅱ
・
数

Ⅲ
・
数

A
・
数

B
」
　

（
注

４
）

1
2
0

大
学

入
学

1
0
0

1
0
0

2
0
0

2
0
0

2
0
0

8
0
0

共
通

ﾃ
ｽ

ﾄ
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
リ

ス
ニ

ン
グ

地
歴

「
世

Ａ
」
,「

世
B

」
,「

日
Ａ

」
,「

日
B

」
,「

地
理

Ａ
」
,「

地
理

Ｂ
」

理
「
物

基
・
物

」
1
2
0

1
5
0

5
0

公
民

「
現

社
」
,「

倫
」
,「

政
経

」
,「

倫
・
政

経
」
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
か

ら
１

　
（
注

３
）

個
別

学
力

2
0
0

3
0
0

5
0
0

数
「
数

Ⅰ
・
数

Ａ
」
　

と
検

査
等

「
数

Ⅱ
・
数

Ｂ
」
，

「
簿

」
，

「
情

報
」
　

　
か

ら
１

　
（
注

２
）

理
「
物

」
と

「
化

」
1
0
0

1
0
0

4
0
0

5
0
0

2
0
0

1
3
0
0

外
「
英

」
　

（
注

１
）

［
５

教
科

７
科

目
］

前
期

2
月

2
5
日

  
  

 2
6
日

（
面

接
は

、
当

日
の

面
接

試
験

前
に

発
表

す
る

テ
ー

マ
に

つ
い

て
、

グ
ル

ー
プ

討
論

の
形

式
で

行
い

ま
す

。
な

お
、

テ
ー

マ
は

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・
ポ

リ
シ

ー
に

即
し

た
内

容
と

し
ま

す
。

）
計

段
階

評
価

段
階

評
価

後
期

3
月

1
2
日

後
期

3
月

1
2
日

  
  

 1
3
日

（
面

接
は

、
当

日
の

面
接

試
験

前
に

発
表

す
る

テ
ー

マ
に

つ
い

て
、

グ
ル

ー
プ

討
論

の
形

式
で

行
い

ま
す

。
な

お
、

テ
ー

マ
は

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・
ポ

リ
シ

ー
に

即
し

た
内

容
と

し
ま

す
。

）
計

前
期

2
月

2
5
日

計 計

共
通

ﾃ
ｽ

ﾄ英
語

配
点

内
訳

共
通

ﾃ
ｽ

ﾄ英
語

配
点

内
訳

共
通

ﾃ
ｽ

ﾄ英
語

配
点

内
訳

共
通

ﾃ
ｽ

ﾄ英
語

配
点

内
訳
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教 科
教 科

科
　

目
　

名
　

等
試

験
時

間
(分

)

国 語
地

歴
公

民
数 学

理 科

外 国 語

総 合

小 論 文

実 技
面 接

配
点

合
計

令
和
６
年
度
一
般
選
抜
の
実
施
教
科
・
科
目
等

学
部

・
学

科
等

名
及

び
入

学
定

員
等

大
学

入
学

共
通

テ
ス

ト
の

利
用

教
科

・
科

目
名

個
　

別
　

学
　

力
　

検
　

査
　

等
大

学
入

学
共

通
テ

ス
ト

・
個

別
学

力
検

査
等

の
配

点
等

科
　

目
　

名
　

等
試

験
の

区
分

学
力

検
査

等
の

区
分

・
日

程

　
国

「
国

」
数

「
数

Ⅰ
・
数

Ⅱ
・
数

Ⅲ
・
数

A
・
数

B
」
　

（
注

４
）

1
2
0

大
学

入
学

1
0
0

1
0
0

2
0
0

2
0
0

2
0
0

8
0
0

共
通

ﾃ
ｽ

ﾄ
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
リ

ス
ニ

ン
グ

工
学

部
地

歴
「
世

Ａ
」
,「

世
B

」
,「

日
Ａ

」
,「

日
B

」
,「

地
理

Ａ
」
,「

地
理

Ｂ
」

理
「
物

基
・
物

」
 

1
2
0

1
6
0

4
0

電
子

シ
ス

テ
公

民
「
現

社
」
,「

倫
」
,「

政
経

」
,「

倫
・
政

経
」
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
か

ら
１

　
（
注

３
）

ム
工

学
科

外
「
英

語
」
　

（
注

５
）

9
0

個
別

学
力

2
0
0

2
0
0

1
0
0

5
0
0

数
「
数

Ⅰ
・
数

Ａ
」
　

と
検

査
等

入
学

定
員

5
0

人
「
数

Ⅱ
・
数

Ｂ
」
，

「
簿

」
，

「
情

報
」
　

　
か

ら
１

　
（
注

２
）

前
　

期
2
5

人

後
　

期
1
5

人
理

「
物

」
と

「
化

」
1
0
0

1
0
0

4
0
0

4
0
0

3
0
0

1
3
0
0

外
「
英

」
　

（
注

１
）

［
５

教
科

７
科

目
］

　
国

「
国

」
数

「
数

Ⅰ
・
数

Ⅱ
・
数

Ⅲ
・
数

A
・
数

B
」
　

（
注

４
）

1
2
0

大
学

入
学

1
0
0

1
0
0

2
0
0

2
0
0

2
5
0

8
5
0

共
通

ﾃ
ｽ

ﾄ
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
リ

ス
ニ

ン
グ

地
歴

「
世

Ａ
」
,「

世
B

」
,「

日
Ａ

」
,「

日
B

」
,「

地
理

Ａ
」
,「

地
理

Ｂ
」

理
「
物

基
・
物

」
1
2
0

2
0
0

5
0

公
民

「
現

社
」
,「

倫
」
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ス
ニ

ン
グ

学
部

公
民

「
現

社
」
,「

倫
」
,「

政
経

」
,「

倫
・
政

経
」
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
か

ら
１

（
注

３
）

外
「
英

語
」
　

（
注

５
）

9
0

1
2
5

1
2
5

国
際

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
-
シ

ョ
ン

数
「
数

Ⅰ
」
,「

数
Ⅰ

・
数

Ａ
」
,　

「
数

Ⅱ
」
,

個
別

学
力

2
0
0

2
0
0

4
0
0

学
科

「
数

Ⅱ
・
数

Ｂ
」
，

「
簿

」
，

「
情

報
」
　

　
　

か
ら

１
　

（
注

２
）

検
査

等
理

「
物

基
」
,「

化
基

」
,「

生
基

」
,「

地
基

」
か

ら
２

入
学

定
員

5
0

人
ま

た
は

「
物

」
,「

化
」
,「

生
」
,「

地
学

」
か

ら
１

　

前
　

期
2
5

人
3
0
0

1
0
0

*
1
0
0

*
1
0
0

4
5
0

9
5
0

後
　

期
1
5

人
外

「
英

」
，

「
独

」
，

「
仏

」
，

「
中

」
，

「
韓

」
　

か
ら

１
　

（
注

１
）

　
国

「
国

」
そ

の
他

小
論

文
1
2
0

大
学

入
学

1
0
0

1
0
0

2
5
0

4
5
0

共
通

ﾃ
ｽ

ﾄ
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
リ

ス
ニ

ン
グ

地
歴

「
世

Ａ
」
,「

世
B

」
,「

日
Ａ

」
,「

日
B

」
,「

地
理

Ａ
」
,「

地
理

Ｂ
」

1
5
0

1
0
0

公
民

「
現

社
」
,「

倫
」
,「

政
経

」
,「

倫
・
政

経
」
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
か

ら
１

　
（
注

３
）

個
別

学
力

2
0
0

2
0
0

外
「
英

」
　

（
注

１
）

検
査

等

1
0
0

1
0
0

2
5
0

2
0
0

6
5
0

［
３

教
科

３
科

目
］

［
５

教
科

５
（
６

）
科

目
］

［
３

教
科

３
（
４

）
科

目
］

［
４

教
科

４
（
５

）
科

目
］

前
期

2
月

2
5
日

計

後
期

3
月

1
2
日

計

前
期

2
月

2
5
日

計

後
期

3
月

1
2
日

計

共
通

ﾃ
ｽ

ﾄ英
語

配
点

内
訳

共
通

ﾃ
ｽ

ﾄ英
語

配
点

内
訳

共
通

ﾃ
ｽ

ﾄ英
語

配
点

内
訳

共
通

ﾃ
ｽ

ﾄ英
語

配
点

内
訳

国
・
地

歴
公

民
・

数
・
理

か
ら

２
教

科

（
注

３
）

数
・
理

か
ら

１
教

科

（
注

３
）
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教 科
教 科

科
　

目
　

名
　

等
試

験
時

間
(分

)

国 語
地

歴
公

民
数 学

理 科

外 国 語

総 合

小 論 文

実 技
面 接

配
点

合
計

令
和
６
年
度
一
般
選
抜
の
実
施
教
科
・
科
目
等

学
部

・
学

科
等

名
及

び
入

学
定

員
等

大
学

入
学

共
通

テ
ス

ト
の

利
用

教
科

・
科

目
名

個
　

別
　

学
　

力
　

検
　

査
　

等
大

学
入

学
共

通
テ

ス
ト

・
個

別
学

力
検

査
等

の
配

点
等

科
　

目
　

名
　

等
試

験
の

区
分

学
力

検
査

等
の

区
分

・
日

程

　
　

国
「
国

」
外

「
英

語
」
　

（
注

５
）

9
0

大
学

入
学

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

5
0
0

人
間

看
護

共
通

ﾃ
ｽ

ﾄ
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
リ

ス
ニ

ン
グ

学
部

地
歴

「
世

Ａ
」
,「

世
B

」
,「

日
Ａ

」
,「

日
B

」
,「

地
理

Ａ
」
,「

地
理

Ｂ
」

5
0

5
0

人
間

看
護

公
民

「
現

社
」
,「

倫
」
,「

政
経

」
,「

倫
・
政

経
」
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
か

ら
１

　
（
注

３
）

学
科

個
別

学
力

1
0
0

1
0
0

数
「
数

Ⅰ
」
,「

数
Ⅰ

・
数

Ａ
」
,　

「
数

Ⅱ
」
,

検
査

等
入

学
定

員
7
0

人
「
数

Ⅱ
・
数

Ｂ
」
，

「
簿

」
，

「
情

報
」
　

　
　

か
ら

１
　

（
注

２
）
（
注

３
）

前
　

期
4
0

人
理

「
物

基
」
,「

化
基

」
,「

生
基

」
　

か
ら

２

後
　

期
1
0

人
ま

た
は

「
物

」
,「

化
」
,「

生
」
　

か
ら

１
　

（
注

３
）

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

2
0
0

6
0
0

外
「
英

」
　

（
注

１
）

　
国

「
国

」
そ

の
他

面
接

（
グ

ル
ー

プ
）

3
0

大
学

入
学

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
5
0

5
5
0

程
度

共
通

ﾃ
ｽ

ﾄ
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
リ

ス
ニ

ン
グ

地
歴

「
世

Ａ
」
,「

世
B

」
,「

日
Ａ

」
,「

日
B

」
,「

地
理

Ａ
」
,「

地
理

Ｂ
」

1
0
0

5
0

公
民

「
現

社
」
,「

倫
」
,「

政
経

」
,「

倫
・
政

経
」
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
か

ら
１

　
（
注

３
）

個
別

学
力

5
0

5
0

数
「
数

Ⅰ
」
,「

数
Ⅰ

・
数

Ａ
」
,　

「
数

Ⅱ
」
,

検
査

等
「
数

Ⅱ
・
数

Ｂ
」
，

「
簿

」
，

「
情

報
」
　

　
　

か
ら

１
　

（
注

２
）
（
注

３
）

理
「
物

基
」
,「

化
基

」
,「

生
基

」
　

か
ら

２
1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
5
0

5
0

6
0
0

ま
た

は
「
物

」
,「

化
」
,「

生
」
　

か
ら

１
　

（
注

３
）

外
「
英

」
　

（
注

１
）

［
５

教
科

５
（
６

）
科

目
］

後
期

3
月

1
2
日

計

前
期

2
月

2
5
日

計

［
５

教
科

５
（
６

）
科

目
］

共
通

ﾃ
ｽ

ﾄ英
語

配
点

内
訳

共
通

ﾃ
ｽ

ﾄ英
語

配
点

内
訳
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＊
特

記
事

項

大
学

入
学

共
通

テ
ス

ト
の

利
用

教
科

・
科

目
名

の
表

記
に

つ
い

て

１
利

用
教

科
名

は
次

の
よ

う
に

略
し

て
い

ま
す

。
国

語
→

国
、

地
理

歴
史

・
公

民
→

地
歴

公
民

、
数

学
→

数
、

理
科

→
理

、
外

国
語

→
外

２
利

用
科

目
名

は
次

の
よ

う
に

略
し

て
い

ま
す

。
「
国

語
」
→

「
国

」
「
世

界
史

A
」
→

「
世

A
」
、

「
世

界
史

B
」
→

「
世

B
」
、

「
日

本
史

A
」
→

「
日

A
」
、

「
日

本
史

B
」
→

「
日

B
」
、

「
地

理
A

」
→

「
地

理
A

」
、

「
地

理
B

」
→

「
地

理
B

」
、

「
現

代
社

会
」
→

「
現

社
」
、

「
倫

理
」
→

「
倫

」
、

「
政

治
・
経

済
」
→

「
政

経
」
、

「
倫

理
、

政
治

・
経

済
」
→

「
倫

・
政

経
」

「
数

学
Ⅰ

」
→

「
数

Ⅰ
」
、

「
数

学
Ⅰ

・
数

学
A

」
→

「
数

Ⅰ
・
数

A
」
、

「
数

学
Ⅱ

」
→

「
数

Ⅱ
」
、

「
数

学
Ⅱ

・
数

学
B

」
→

「
数

Ⅱ
・
数

B
」
、

「
簿

記
・
会

計
」
→

「
簿

」
、

「
情

報
関

係
基

礎
」
→

「
情

報
」

「
物

理
基

礎
」
→

「
物

基
」
、

「
化

学
基

礎
」
→

「
化

基
」
、

「
生

物
基

礎
」
→

「
生

基
」
、

「
地

学
基

礎
」
→

「
地

基
」
、

「
物

理
」
→

「
物

」
、

「
化

学
」
→

「
化

」
、

「
生

物
」
→

「
生

」
、

「
地

学
」
→

「
地

学
」

「
英

語
」
→

「
英

」
、

「
ド

イ
ツ

語
」
→

「
独

」
、

「
フ

ラ
ン

ス
語

」
→

「
仏

」
、

「
中

国
語

」
→

「
中

」
、

「
韓

国
語

」
→

「
韓

」

３
次

の
例

の
よ

う
に

利
用

科
目

名
、

利
用

方
法

を
示

し
て

い
ま

す
。

［
例

］
　

「
物

理
」
、

「
化

学
」
、

「
生

物
」
か

ら
１

科
目

を
選

択
　

→
　

「
物

」
,「

化
」
,「

生
」
　

か
ら

１

大
学

入
学

共
通

テ
ス

ト
・
個

別
学

力
検

査
等

の
配

点
等

欄
に

つ
い

て
１

 配
点

に
＊

印
を

付
し

て
あ

る
教

科
は

選
択

教
科

を
表

し
ま

す
。

２

入
試

過
去

問
題

活
用

宣
言

に
つ

い
て

「
入

試
過

去
問

題
活

用
宣

言
」
に

つ
い

て
の

詳
細

お
よ

び
参

加
大

学
の

一
覧

に
つ

い
て

は
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

：
　

h
tt

ps
:/

/
w

w
w

.n
yu

sh
ik

ak
o
m

o
n
.jp

 に
て

公
表

し
て

い
ま

す
。

注
意

事
項

【
大

学
入

学
共

通
テ

ス
ト

の
利

用
教

科
・
科

目
名

】
欄

（
注

１
）

外
国

語
の

「
英

語
」
は

「
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
」
お

よ
び

「
リ

ス
ニ

ン
グ

」
で

す
。

（
大

学
入

試
セ

ン
タ

ー
か

ら
リ

ス
ニ

ン
グ

を
免

除
さ

れ
た

者
を

除
く
）

（
注

２
）

（
注

３
）

【
個

別
学

力
検

査
等

】
欄

（
注

４
）

数
学

Ⅰ
、

数
学

Ⅱ
、

数
学

Ⅲ
、

数
学

A
は

、
全

範
囲

か
ら

出
題

し
ま

す
。

数
学

B
は

、
「
数

列
」
、

「
ベ

ク
ト

ル
」
を

出
題

範
囲

と
し

ま
す

。

（
注

５
）

外
国

語
「
英

語
」
は

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
英

語
Ⅰ

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

英
語

Ⅱ
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
英

語
Ⅲ

、
英

語
表

現
Ⅰ

、
英

語
表

現
Ⅱ

の
５

科
目

を
出

題
範

囲
と

し
ま

す
。

（
注

６
）

人
間

文
化

学
部

生
活

デ
ザ

イ
ン

学
科

、
人

間
関

係
学

科
お

よ
び

国
際

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
学

科
に

お
け

る
「
国

語
総

合
」
の

出
題

範
囲

に
は

古
典

（
古

文
、

漢
文

）
を

含
み

ま
せ

ん
。

（
注

７
）

（
注

８
）

 大
学

入
学

共
通

テ
ス

ト
の

外
国

語
の

「
英

語
」
は

「
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
（
1
0
0
点

満
点

）
」
と

「
リ

ス
ニ

ン
グ

（
1
0
0
点

満
点

）
」
の

そ
れ

ぞ
れ

を
各

学
科

の
傾

斜
配

点
に

換
算

し
、

そ
れ

ら
の

合
計

を
利

用
し

ま
す

。

環
境

科
学

部
環

境
政

策
・
計

画
学

科
は

、
出

題
時

に
英

語
ま

た
は

数
学

の
い

ず
れ

か
１

教
科

を
選

択
し

て
解

答
す

る
こ

と
と

し
ま

す
が

、
２

教
科

と
も

選
択

・
解

答
す

る
こ

と
が

で
き

、
そ

の
場

合
は

得
点

の
高

い
教

科
を

採
用

し
ま

す
。

但
し

、
２

教
科

選
択

者
が

い
ず

れ
か

１
教

科
で

も
欠

席
し

た
場

合
、

そ
の

者
は

入
学

者
選

抜
か

ら
除

か
れ

ま
す

。

　
｢簿

記
・
会

計
｣お

よ
び

｢情
報

関
係

基
礎

｣を
選

択
解

答
で

き
る

者
は

、
高

等
学

校
ま

た
は

中
等

教
育

学
校

に
お

い
て

こ
れ

ら
の

科
目

を
履

修
し

た
者

お
よ

び
文

部
科

学
大

臣
の

指
定

を
受

け
た

専
修

学
校

高
等

課
程

の
学

科
の

修
了

（
見

込
み

）
の

者
に

限
り

ま
す

。

指
定

さ
れ

た
教

科
（
又

は
科

目
）
の

範
囲

内
で

、
必

要
と

す
る

教
科

（
又

は
科

目
）
数

を
超

え
て

受
験

し
て

い
る

場
合

、
得

点
の

高
い

教
科

（
又

は
科

目
）
の

得
点

を
採

用
し

ま
す

。
た

だ
し

、
「
地

理
歴

史
」
、

「
公

民
」
及

び
「
理

科
②

」
に

お
い

て
受

験
科

目
を

１
科

目
と

指
定

し
て

い
る

と
こ

ろ
を

２
科

目
受

験
し

た
場

合
は

、
第

１
解

答
科

目
の

得
点

を
採

用
し

ま
す

。

本
学

で
は

、
「
入

試
過

去
問

題
活

用
宣

言
」
に

参
加

し
て

い
る

大
学

（
提

供
大

学
）
の

入
試

過
去

問
題

を
使

用
し

て
出

題
す

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
、

入
試

過
去

問
題

を
使

用
す

る
際

に
は

、
そ

の
ま

ま
使

用
す

る
こ

と
も

、
一

部
改

変
す

る
こ

と
も

あ
り

ま
す

。

工
学

部
材

料
化

学
科

に
お

け
る

「
面

接
」
は

点
数

化
せ

ず
段

階
評

価
を

行
い

、
評

価
が

著
し

く
低

い
場

合
に

は
、

大
学

入
学

共
通

テ
ス

ト
及

び
個

別
学

力
検

査
（
筆

記
）
の

成
績

に
か

か
わ

ら
ず

不
合

格
と

す
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。
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３ 出願手続 
 

(1) 出願方法 
 

インターネット出願（①「インターネットによる出願登録」および②「出願書類の提出」）と

します。 

40 ページ以降の「インターネット出願の流れ」をよく読み、手続きを行って下さい。 

 ※インターネットによる出願が困難で、紙媒体での出願を希望される場合は、滋賀県立大学教 

務課入試室（TEL:0749-28-8217・8243）に相談してください。 

  

 

 (2) 出願期間および出願書類提出期限 
 

      インターネット出願登録の後、出願期間内に必ず届くように書類を書留速達郵便で郵送してく

ださい。 

 
  

       ①「インターネットによる出願登録」期間  

令和６年１月１５日（月）９時から２月２日（金）１７時まで 
  

※最終日 17 時以降に出願登録は出来ませんので、余裕をもって登録手続きをしてください。 

 
  

    ②「出願書類の提出」期間 

令和６年１月２２日（月）から２月２日（金）※最終日消印有効 
  

      
 

 

 

 (3) 入学検定料 
 

本学の「インターネット出願サイト」より出願し、志願者登録後、入学検定料決済を行って下 

さい。 

 

    支払期間   令和６年１月１５日（月）９時から２月２日（金）１７時まで 

 

    入学検定料 １７,０００円  

         ※決済額は入学検定料と受験票郵送料（344 円）と振込手数料を合わせた金額と

なります。 

                 ※大規模災害により入学検定料免除の措置を希望される方は、事前に申請が必要

となりますので、滋賀県立大学教務課入試室に（TEL:0749-28-8217・8243）に

相談してください。        
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 (4) 出願書類 

      志願者は「出願書類提出用封筒」に次の書類をとりそろえて提出してください。 

   ＊出願書類提出用封筒 

本学の「インターネット出願サイト（https://e-apply.jp/ds/usp/）」より出願し、入学

検定料の支払いを行った後、マイページから「出願書類提出用宛名シート」を出力して、市

販の角形２号封筒（24ｃｍ×33.2ｃｍ）に貼り付けて作成して下さい。 

出 願 書 類 作成方法等 

Ａ票 入学志願票 ①本学の「インターネット出願サイト」でマイページ登録後に、

出願登録を行って下さい。写真は、インターネット出願サイトに

て出願３カ月以内に正面向上半身、無帽で撮影した鮮明な写真を

アップロードして下さい。 

※入学検定料支払いに進む前に、記載内容に誤りがないか必ず確

認して下さい。 

 

②出願内容に誤りがないことを確認した後、申込登録を完了し、

入学検定料の支払いへ進んでください。 

支払い方法は、「支払い選択」画面で確認してください。 

 

③入学検定料支払い後、マイページに表示される「志願票印刷」

ボタンがクリック可能になりますので、Ａ４サイズの用紙に片面

で印刷して下さい。 

 大学入学共通テスト

成績請求票 

大学入試センターから交付された「令和６年度大学入学共通テ

スト成績請求票」のうち、前期日程に出願する場合は、「前期日

程用」を、後期日程に出願する場合は、「後期日程用」を、該当

するＡ票「入学志願票」の所定欄にのりで貼り付けてください。 

Ｂ票 志望理由書    本学所定の様式により作成してください。 

  作成にあたっては、手書きまたはＰＣ等による入力のどちらで

も構いません。 

（様式は、「インターネット出願サイト」のメニューバーの「募集要項・必要書

類のダウンロード」からダウンロードし、Ａ４サイズで印刷して下さい。） 

 調査書または成績

証明書 など 

文部科学省の所定の様式により高等学校長が作成し、厳封した

ものを提出してください。 

ただし、 関係法令により書類の保存期間を超えたため、ある

いは廃校・被災その他の事情により出身学校長の調査書が得られ

ない場合は、卒業証明書および成績証明書または成績通信簿、そ

の他調査書に代わる書類を添えて提出してください。 

なお、高等専門学校第３学年修了者および文部科学大臣が高等

学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施

設の当該課程を修了した者の調査書については、文部科学省所定

の様式に準じて作成したものを提出してください。 

また、外国において、学校教育における 12 年の課程を修了し

た者またはこれに準ずる者で文部科学大臣の指定したもの、国際

バカロレア資格取得者､アビトゥア資格取得者､バカロレア資格

(フランス共和国)取得者､ＧＣＥＡレベル資格取得者、文部科学

大臣の指定を受けた専修学校高等課程の学科を修了した者および

高等学校卒業程度認定試験（旧大検含む。）合格者については、

当該試験等の成績証明書をもって調査書に代えることができま

す。※前期日程および後期日程の両方を出願する者はそれぞれ１通

（合計２通）必要です。 
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      注１）「出願書類提出用宛名シート」およびＡ１票「入学志願票」は、志願者登録後、入

学検定料決済を行った後にダウンロード可能となります。 

      注２）「出願書類提出用宛名シート」およびＡ１票「入学志願票」は、カラー印刷が望ま

しいですが、できない場合はモノクロ印刷でも可とします。 

 

(4)願書提出先および入試に関する問合せ先 
 

   〒522-8533 滋賀県彦根市八坂町 2500 

                 滋賀県立大学 入学試験実施本部（事務局 教務課入試室） 

（TEL:0749-28-8217・8243） 

 

 

(5)インターネット出願サイトの操作方法に関する問合せ先 
 

  「学び・教育」出願・申込サービス サポートセンター（運用会社：株式会社ディスコ） 

（TEL：0120-20-2079）     

 

  

 (6) 障がい等のある入学志願者との事前相談 

      障がい等がある入学志願者で、受験上および修学上の配慮を希望する場合は、下記によりあら

かじめ滋賀県立大学入学試験実施本部まで連絡し、相談してください。 

①協議の時期  令和５年 12 月 18 日(月)まで（できるだけ早い時期に相談してください） 

※12 月 19 日（火）以降においても可能な限り対応しますが、受験上の配慮の

内容が試験準備等に時間を要する場合もありますので、できるだけ 12 月 18

日（月）までに相談してください。 

②協議の方法  次の連絡先に連絡の上、協議申請書(大学入試センターから「受験上の配慮事

項決定通知書」の交付を受けた者は、その写しで、診断書等必要書類を添付し

たもの)を提出することとし、必要な場合は、本学において志願者またはその

立場を代弁しうる関係者等との面談を行います。 

    ③連 絡 先    〒522-8533  滋賀県彦根市八坂町 2500 

                      滋賀県立大学 入学試験実施本部 (TEL:0749-28-8217・8243) 

 

(7) 出願手続上の注意事項 

①  出願に際し、本学が指定している「大学入学共通テスト利用教科・科目」(21～28 ページ参

照)を受験しているかを必ず確認してください。 

特に、大学入学共通テストの「地理歴史」、「公民」および「理科②」について、受験科目

を１科目と指定している学科を出願する場合、 ２科目受験した者は、第１解答科目の得点を

採用しますので注意してください。 

なお、大学入学共通テストで指定した教科・科目（英語はリスニングテストを含む。）を受

験しなかった者は、出願しても失格となり、合格者となることができません。 

②  前期日程、後期日程の両方に出願することは、差し支えありません。 

③ 環境科学部環境政策・計画学科の前期日程の個別学力検査は、出願時に英語または数学のい

ずれか１教科を選択して解答することとしますが、２教科とも選択・解答することができ、そ

の場合は得点の高い教科を採用します。但し ２教科選択者がいずれか１教科でも欠席した場

合、その者は入学者選抜から除かれます。 

④  本学の前期日程と他の国公立大学（ただし、独自日程で入学者選抜試験を行う公立大学・学

部を除く。以下同じ。）の前期日程との併願および本学の後期日程と他の国公立大学の後期日

程との併願はできません。 

⑤  必要な書類がすべてそろっていない場合には受け付けないので、出願の際には十分確認して

31



ください。また、郵送にかかる所要日数を十分に考慮して発送してください。 

⑥  以下に出願時の不備について、例年多く見受けられるものを列挙します。 

ご確認いただき、十分確認したうえで出願してください。 

 

 [不備の例]  

     ・インターネットで出願登録する際に、前期・後期を誤って登録してしまった。 

   ・Ｂ票（志望理由書）を提出するのを忘れた。 

   ・Ｂ票（志望理由書）について、「一般選抜用」ではなく、「特別選抜用」の様式で提出し 

てしまった。 

   ・Ｂ票（志望理由書）について、志望理由が１枚に収まっていない。（必ず様式１枚の中に 

収めてください。） 

   ・Ａ票に貼付する大学入学共通テストの成績請求票について、前期用・後期用を誤って貼付 

してしまった。または、私立・短大用の成績請求票を誤って貼付してしまった。 

         ・前・後期の両日程を出願する際に、調査書を１通しか同封しなかった。（それぞれの封筒 

           に１通ずつ、合計２通提出いただく必要があります。） 
 

    ※不備のある出願書類は受付けできません。出願期間内に不備を補完できない場合、出願を 

認めないことがありますので、ご注意願います。 

 

⑦  入学を許可した後であっても、出願書類の記載と相違する事実が発見された場合には、入 

学を取り消すことがあります。 

⑧  出願受付後には出願事項の変更は認めません。ただし、氏名、住所、電話番号に変更があ

った場合には、滋賀県立大学入学試験実施本部まで連絡してください。 

⑨ 試験日の３日前までに受験票が届かない場合は、滋賀県立大学入学試験実施本部まで問い

合わせてください。 

⑩  一度正式に受付をした出願書類および受領した入学検定料は、理由のいかんを問わず返還 

しません。ただし、次の(ｱ)～(ｳ)に該当する者は、入学検定料の一部または全部を返還しま 

すので、大学にその旨を申し出て、所定の返還手続をしてください。 

     (ｱ)本学の指定する大学入学共通テスト利用教科・科目を受験していないことが判明した者 

     (ｲ)入学検定料を振り込んだ者で、出願期間内に出願書類を提出しなかった者 

     (ｳ)入学検定料を誤って二重に振り込んだ者   

 

４  試験場 
    前期日程および後期日程の試験は、本学キャンパスで行います。ただし、志願者数の状況によ

っては、一部変更することがあります。 

 

５  受験上の注意事項 
(1)  試験当日は、｢大学入学共通テスト受験票」および本学の「受験票」の両方を必ず持参して

ください。また、受験票に同封する「受験上の注意事項」をよく読んで受験してください。 

(2) 上記「受験上の注意事項」には、不正行為に関する注意事項も記載します。 

当日に試験監督者が行う注意事項説明、また、配布される問題冊子・解答冊子に記載の注

意事項と併せて厳守してください。 

なお、不正行為と認定された場合は、それ以降の受験はできず、入学者選抜の対象から除

きます。また、警察への被害届の提出を含めて厳正に対処することとします。 

(3)  受験者は、試験説明開始時刻までに指定された試験室(面接の場合は受験者控室)に入室、

着席してください。 

(4)  学力検査開始後は、30 分以内の遅刻に限り受験を認めますが、検査時間の延長は行いま 

せん。 
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(5)  学力検査を１教科でも受けなかった者は、入学者選抜の対象から除きます。 

(6)  受験票は、学力検査時に指示に従って、試験監督員に明示できるよう机上に置いてくださ

い。 

(7)  当日に受験票を忘れた者は、速やかに入学試験実施本部で仮受験票の交付を受けてくださ

い。また、受験票は、入学手続き、成績開示請求の際に必要となりますので、試験後も大切

に保管してください。 

(8)  学力検査（実技検査を含む。）時間中に机の上に置けるものは、眼鏡、ハンカチ、ティッ

シュペーパー（袋または箱から中身を取り出したもの）、目薬、鉛筆（シャープペンシルも

可）、消しゴム、鉛筆削り、時計（計時機能のみのもの）に限ります。 

(9)  実技検査（環境建築デザイン学科の造形実技、生活デザイン学科のデッサン）は、デッサ

ン用ボード(Ｂ３サイズ)に鉛筆を用いて描写する方法により行います。したがって、受験す

る者はデッサン用鉛筆(２Ｂ、３Ｂまたは４Ｂが適当)を持参してください。また、ねり消し

ゴム、消しゴムの消しかすを払う羽根ぼうきまたは、製図用ブラシの使用も認めます。 

(10)  試験室内での受験者間の物品の貸借は、一切認めません。 

(11)  体調不良や音を立てるなど他の受験生に影響があると判断される場合は、別室受験等の措

置を行います。但し、工学部材料化学科、人間看護学部人間看護学科の面接試験は、グルー

プ面接に代えて、個別面接とします。 

(12)  試験場の近くには、飲食店はほとんどありません。各自弁当を持参してください。 

(13)  試験場、バス停、駅、その周辺で合否連絡・下宿案内等と称して個人情報を収集し、場合

によっては金銭を要求していることがありますが、滋賀県立大学ではそのような行為は一切

行っていないので注意してください。 

トラブル等が生じても滋賀県立大学とは一切関係がなく、責任を負えません。 

(14)  ２月 23 日、３月 11 日の午後に限り、試験場の下見はできますが、建物内への立入はでき

ません。 

(15)  自然災害や人為災害、感染症の全国的な拡大等による不測の事態により、試験日時や選抜

方法等を変更する場合があります。 

その際は、大学ウェブサイト （https://www.usp.ac.jp/）への掲載等によりお知らせしま

すので、大学からの情報発信に留意して下さい。 

 

６  合格発表 
  (1) 発表期日 

        前期日程： 令和６年３月 ８日(金)  午前９時 

        後期日程： 令和６年３月２２日(金)  午前９時 

 

  (2) 発表方法 

    本学ウェブサイトに合格者の受験番号を掲載するとともに、合格者には合格通知書を郵送し

ます。（大学構内での合格者受験番号の掲示は行いません。） 

     なお、電話等による問い合わせには応じません。 

 

 (3) 追加合格 

     学部・学科の募集人員に欠員が生じた場合には、追加合格を認めることがあります。追加合

格を行う学科については、３月 27 日（水）の午後６時以降に大学ウェブサイトで発表します。 

追加合格を認める場合には、３月 28 日(木)の午前８時から順次、該当者に対して志願票に記

載された電話番号により照会します。直接本人から入学の意志を確認しますので、必ず連絡が

とれるようにしておいてください。最初の電話から 1 時間以内に約 10 分おきに計６回電話を

掛けても連絡がとれない場合は、追加合格の権利を放棄したものとして取り扱いますので、注

意してください。追加合格の入学手続は、その際に指示します。追加合格者が全て確定した場
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合は、直ちに大学ホームページで発表します。  

 

 
７ 試験結果の簡易開示 

「公立大学法人滋賀県立大学の保有する個人情報の保護等に関する規程」に基づき、受験者

本人が以下の事項の個人別成績を簡易開示請求することができます。 

        ・総合得点およびその順位   

 

(1) 請求できる者 

      受験者本人に限る。（代理人の請求は認めません。） 

  (2) 請求期間 

    前期日程：令和６年３月１１日（月）から令和６年３月１５日（金）まで 

    後期日程：令和６年３月２５日（月）から令和６年３月２７日（水）まで 

      ※受付時間は、３月１２日（火）、１３日（水）を除く平日の午前９時から午後５時まで

（午前 11：30～午後 0:30 を除く）。 

 

  (3) 請求方法 

      受験者本人が本学の受験票（原本）を持参の上、本学教務課入試室（Ａ１棟２０１室）にて

請求してください。 

      ※簡易開示請求では、郵送での請求は認めません。 

 

  (4) 開示方法 

   開示内容を本学教務課入試室にて閲覧することができます。 

 

 
８ 試験結果の一般開示 

自己の試験結果の開示を希望する者は、以下の事項の個人別成績を一般開示請求することがで

きます。 

   ① 大学入学共通テストの科目別得点（素点）、本学利用得点 

     ② 個別学力検査の科目別得点（面接を含む）およびその合計（点数化していない面接につい

ては評価記号） 

     ③ 総合得点およびその順位 

 

  (1) 請求できる者 

   受験者本人に限る。（代理人の請求は認めません。） 

 

  (2) 請求期間   

     令和６年４月１日（月）から令和６年５月３１日（金）まで 

      ※郵送の場合は、５月 31 日の消印があるものまで受け付けます。 

      ※直接来学の場合の受付時間は、土日祝日を除く平日の午前９時から午後５時まで 

（午前 11：30～午後 0:30 を除く）。 

 

  (3) 請求方法 

      次の書類を受験生本人が本学教務課に郵送または直接持参してください。 

        ① 「令和６年度入学者一般選抜成績開示請求書」（本募集要項 36 ページを使用し(複写

可)、必ず受験生本人が記入してください。） 

        ② 本学の受験票の原本（写しは不可。原本は成績個票送付時に返却します。） 
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        ③ 返信用のレターパック（レターパックライトまたはプラスのいずれでも可。） 

     ※ 前期・後期ともに受験され、両方の成績開示をされる場合でも、返信用のレターパックは１つで結

構です。 

      

  (4) 開示方法 

      開示内容を転記した成績個票を、令和６年４月 22 日以降に親展・書留郵便により順次送付し

ます。（直接来学して請求した場合でも、成績個票は後日郵送します。） 

    ＜請求および問い合わせ先＞ 

         〒522-8533  滋賀県彦根市八坂町 2500 

               滋賀県立大学教務課入試室 (TEL:0749-28-8217・8243) 
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tel:0749-28-8217%E3%83%BB8243


※受理日     年  月  日 

※発送日     年  月  日 

                        ※記入不要 
 

令和６年度入学者一般選抜成績開示請求書 
 

年  月   日 

 

滋賀県立大学長 宛 

 

 

（請 求 者） 

 

住  所 

（〒   －   ） 

 

 

 

フリガナ  

氏    名 

 

 

 

生年月日 
昭和 

平成 
年  月  日 電話番号  －  － 

 

 

下記入学試験に係る私の個人別成績の開示を請求します。 

 

記 

 

令和６年度滋賀県立大学入学者一般選抜 試験日程 前期 ・ 後期 

本学の受験番号 

前期日程 
 

 

後期日程 
 

 

大学入学共通テスト試験場コード・受験番号 － 

受 験 し た 

学部・学科名 

前期日程 学部             学科 

後期日程                学部              学科 

 

※「試験日程」欄は、前期日程を請求する場合は「前期」を、後期日程を請求する場合 

は「後期」を、両方請求する場合にはどちらにも○で囲んでください。 

なお、両方請求するときは本学受験票（原本）も両方とも必要となります。 

※「受理日」、「発送日」欄は、記入不要です。 
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Ⅳ 入学手続、初年度納付金等 

１  入学手続 

 (1) 入学手続期間 

 

      前期日程：令和６年３月 ９日（土）から令和６年３月１５日（金）まで (必着) 

 

      後期日程：令和６年３月２３日（土）から令和６年３月２７日（水）まで (必着)  

 

 

 (2) 入学手続方法 

   ①  入学手続に必要な書類は、合格発表後に直接本人あてに郵送します。(手続の際、「本学の

受験票」および｢大学入学共通テスト受験票」の提出、入学料の納付（38 ページの２(１)を参

照）が必要です。) 

   ②  提出は、原則「書留速達扱い」による郵送とし、手続期間の最終日必着とします。（最

終日消印有効ではありません。） 
 

なお、手続期間の最終日に限り午前９時から午後５時まで（午前 11:30～午後 0：30 を除く）

持参での提出を受け付けます。 

 

 (3) 入学手続に必要な提出書類等（詳細は、合格通知の際にお知らせいたします。） 

   ①  誓約書(本学所定の様式) 

   ②  保証書(本学所定の様式) 

   ③  卒業証明書または修了証明書（出願時に卒業見込みまたは修了見込みで受験した者の場合 

   のみ提出。） 

   ④  入学料振込確認票（指定の振込用紙で金融機関振込後の振込金受領証明書を貼付） 

   ⑤  写真１枚（最近３か月以内に撮影したもので、カラー、正面上半身無帽、背景なし、縦４ 

   ㎝×横３㎝のもの) 

    ⑥ 住民票[本籍、マイナンバーの記載されていないもの] 

（滋賀県内の者としての入学料の適用を受ける場合のみ提出。入学料については、43 ページ

の２（１）を参照）） 

  ⑦ 受験票（本学および大学入学共通テストの受験票） 

 

 (4) 入学手続先 

      〒522-8533  滋賀県彦根市八坂町 2500 

                   滋賀県立大学 入学試験実施本部 (電話 0749-28-8226) 

 

 (5) 入学手続上の注意事項 

①  入学手続案内が到着次第、速やかに開封し、準備を進めてください。 

必要な書類がすべてそろっていない場合には受け付けないので、書類の提出の際には十分確

認してください。（入学料を納付しただけでは、入学手続きを完了したことにはなりません。） 

 

入学手続期間を過ぎて到着したものは受け付けません。 

受付期限（最終日 17：00）を十分に考慮して手続きをおこなってください。 

 

②  入学手続期間内に入学手続を完了しなかった者については、入学を辞退したものとして取 

り扱います。 
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③  一度受付をした入学手続書類および入学料は、以下の場合を除き、理由のいかんを問わず返

還しません。 

  ・「後期日程」の合格者で入学手続を完了した者が、他の国公立大学で「前期日程」の追試

験を受験し合格者となった場合 

 

 (6) その他の留意事項 

① 前期日程試験に合格し、入学手続を行った者は、公立大学中期日程試験を受験していても合

格者となることはできません。また、他の国公立大学（ただし、独自日程で入学者選抜試験を

行う公立大学・学部を除く。以下同じ）の後期日程試験を受験しても合格者となることはでき

ません。  

② １つの国公立大学・学部に入学手続を行った者は、これを取消して他の国公立大学・学部に

入学手続を行うことはできません。ただし、「後期日程」の合格者で入学手続を完了した者が、

「前期日程」の追試を受験し合格者となった場合はこの限りではありません。  

③ 他の国公立大学の学校推薦型選抜・総合型選抜の合格者は、本学に出願しても合格者となる

ことはできません。 

    ただし、入学辞退について、当該大学の許可を得た場合はこの限りではありません。 

④ 国公立大学の分離分割方式による合格および追加合格決定業務を円滑に行うため、氏名およ

び大学入学共通テストの受験番号に限って、合否および入学手続き等に関する個人情報が、独

立行政法人大学入試センターおよび併願先の国公立大学に送達されます。 

 

２ 初年度納付金 

 (1) 入学料 

      入学手続の際には、下記の金額の入学料を指定金融機関に振り込みください。 

    ① 滋賀県内の者 ２８２，０００円 

  ② 上記以外の者 ４２３，０００円 

     

(注) 滋賀県内の者とは、次の各号のいずれかに該当する者をいいます。 

         ア  入学の日の１年前（令和５年４月１日）から引き続き滋賀県内に住所を有する者 

          イ  入学の日の１年前（令和５年４月１日）から引き続き滋賀県内に配偶者または１親等の親族(生 

計を一にする者に限る)が住所を有する者 

 

 (2) 授業料 

    ①  金   額 年額 ５３５，８００円(令和５年度の額であり、改定されることがあります。) 

         なお、在学中に授業料が改定された場合には、改定後の授業料が適用されます。 

    ②  納入方法 令和６年度前期授業料は、入学後に、お渡しする所定の振込用紙により指定金 

         融機関へ振り込みください。令和６年度後期以降の授業料については、口座引 

         き落としにより、納入していただきます。口座引き落としの手続きは、改めて 

         お知らせします。 

           

 (3) 後援会費 

      入学手続の際に、後援会費（4 年間分 50,000 円）を所定の振込用紙により指定金融機関へ振

り込みください。 

 

  (4) 同窓会費 

     入学手続の際に、同窓会費(終身会費 10,000 円)を所定の振込用紙により指定金融機関へ振り

  込みください。 
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３  その他 
 

(1) 授業料等減免および給付奨学金 

   「大学等における修学の支援に関する法律」に基づき、経済的に厳しい状況にある住民税非課

税世帯およびそれに準ずる世帯の方は、日本学生支援機構の給付奨学金を受給するとともに、大

学による授業料等の減免が受けられます。 
   給付奨学金の額および授業料減免の額は、収入により３つの区分に分けられます。 

 
（制度の概要） 

 授業料減免の
額（半期ごと）  

給付奨学金 
自宅通学生 自宅外通学 

第Ⅰ区分 267,900 円 
（全額免除） 

 29,200 円     
 

66,700 円 

第Ⅱ区分 178,600 円 
（2/3 免除） 

19,500 円  44,500 円 

第Ⅲ区分 89,300 円 
（1/3 免除） 

9,800 円  22,300 円 

  ※令和５年度の内容であり、令和６年度以降は変更される場合があります。 

 

(2) 日本学生支援機構が貸与する奨学金 

奨学生の決定は、学内で出願者の資格審査後、該当者を推薦し、日本学生支援機構が行います。 
 

区 分 貸与月額 
第一種奨学金 
（無利子） 

自宅通学者 20,000 円・30,000 円・45,000 円 

自宅以外通学者 20,000 円・30,000 円・40,000 円・51,000 円 

第二種奨学金 
（有利子） 20,000 円 ～ 120,000 円  （10,000 円刻み） 

※他に入学時特別増額貸与奨学金（10 万円・20 万円・30 万円・40 万円・50 万円）があります。  
 

(3) 下宿・アパート 

   下宿・アパート・ワンルームマンションについては、合格者に「下宿情報」を送付します。 

  

(4) 学生教育研究災害傷害保険 

    通学途中を含む正課の授業や課外活動中の事故等による傷害補償を行うもので、全員加入です。

保険料は、後援会から一括して支払われます。 

 

(5) 留学費用 

     一定の条件のもとに海外への留学者を経済的に支援する制度があります。 

 

(6)国の教育ローン（日本政策金融公庫） 

     入学料、授業料、教科書代、アパートの敷金・家賃など、入学時や在学時に必要となる資金を 

融資する公的な制度として、「国の教育ローン」があります。融資金額は、学生・生徒１人につ

き 350 万円以内、返済期間は 18 年以内です。 

詳しくは、「国の教育ローン」ホームページ（https://www.jfc.go.jp/）またはコールセンタ

ー（０５７０－００８６５６(ナビダイヤル)）まで問い合わせてください。 

 

(7) 人間文化学部生活栄養学科、人間看護学部人間看護学科入学者を対象としたワクチン接種につ

いて 

   実習の関係上、入学後に各種感染症の抗体価検査を実施します。陰性の場合にはワクチン接種 

（自費）が必要となりますので、ご承知おきください。 
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インターネット出願の流れ
出願完了までの流れは、以下の通りです

画面の手順に従って、必要事項を入力してマイページ登録を行ってください。
なお、マイページの登録がお済みの方は、STEP４に進んでください。

②メールアドレスの登録を行って
　　　　　　　　　　  を
　クリックしてください。

④登録したメールアドレスに
　初期パスワードと
　本登録用URLが届きます。

事前準備

マイページの登録

③ユーザー登録画面から
　　　　　　　　　　  を
　クリックしてください。

⑤ログイン画面から
　登録したメールアドレスと④で
　届いた『初期パスワード』にて
　　　　　　　　　　  を
　クリックしてください。

⑥初期パスワードの変更を
　行ってください。

⑧個人情報を確認して
　　　　　　　　　　  を
　クリックしてください。

⑦表示された個人情報を入力して
　　　　　　　　　　　を
　クリックしてください。

仮登録メールを送信

この内容で登録する次へ

①初めて登録する方は
　　　　　　　　　　  から
　ログインしてください。

※＠e-apply.jpのドメインからのメール
　を受信できるように設定してください。

マイページ登録 ログインページへ

ログイン

インターネット
出願サイト

大学ホームページ

または、

からアクセス

インターネット出願サイトにアクセス

https://e-apply.jp/ds/usp/

https://www.usp.ac.jp/

インターネットに接続されたパソコン、プリンターなど
を用意してください。 （スマートフォン、タブレットは非推奨）
必要書類※は、発行まで時間を要する場合があります。
早めに準備を始め、出願前には必ず手元にあるように
しておいてください。

調査書

写真
データ

※必要書類…調査書、写真データなど

事前準備 出願サイトに
アクセス

出願内容の
登録

入学検定料の
支払い

出願
完了

マイページの
登録

出願書類の
印刷

STEP 1 STEP 2 STEP 3 STEP 4 STEP 5 STEP 6

出願書類の
郵送

STEP 7

STEP

1

STEP

2

STEP

3
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画面の手順や留意事項を必ず確認して、画面に従って必要事項を入力してください。

申込登録完了後に確認メールが送信されます。メールを受信制限している場合は、送信元（@e-apply.jp）からのメール受信を
許可してください。　※確認メールが迷惑フォルダなどに振り分けられる場合がありますので、注意してください。

①マイページログイン後の
    　　　          　　ボタン
　から登録画面へ

②入試選択と留意事項の確認 ③志望学部等の選択 ④顔写真のアップロード

ローソン、ミニストップ、ファミリーマート、ペイジー対応銀行ATMの場合

払込票番号
メモ（13桁）

セブン-イレブンの場合

オンライン決済
番号メモ（11桁）

確認番号
メモ（6桁）

収納機関番号
（5桁）

お客様番号
メモ（11桁）

デイリーヤマザキ、セイコーマートの場合

入学検定料の支払い方法で「コンビニエンスストア」または「ペイジー対応銀行ATM」を選択された方は、支払い方法の
選択後に表示されるお支払いに必要な番号を下記メモ欄に控えたうえ、通知された「お支払い期限」内にコンビニエンス
ストアまたはペイジー対応銀行ATMにてお支払いください。

出願内容の登録

5 8 0 2 1 ※収納機関番号は、ペイジーで
お支払いの際に必要となります。

●コンビニエンスストア
●ペイジー対応銀行ATM
●ネットバンキング ●クレジットカード

⑤個人情報（氏名・住所等）の
　入力

⑥出願内容の確認 ⑦申込登録完了 ⑧入学検定料の支払い方法

⑨登録完了となります。
　　　　　　　　　　　を
　クリックしてください。

⑩上記ページが表示されたら
　マイページ登録は完了です。
※出願受付中の場合のみ、　　　　　　　　　　　　 ボタンをクリックすると出願手続に進めます。
　登録期間外の場合は、これより先に進めませんので　　　　　　　  ボタンをクリックしてください。

出願手続きを行う
ログアウト

⑨出願に必要な書類PDF
　（イメージ）
※検定料納入後に出力可能となります。

申込登録完了後は、登録内容の修正・変更ができませんので誤入力のないよう注意してください。ただし、入学検定料支払い前であれば正しい出願
内容で再登録することで、実質的な修正が可能です。
※「入学検定料の支払い方法」でクレジットカードを選択した場合は、出願登録と同時に支払いが完了しますので注意してください。

出願手続きを行う

マイページへ

 ボタンをクリックし
写真を選択します。

 ボタンを
クリックし検定料のお支払い画面へ。

引き続き支払う

写真選択へ

STEP

4
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セブン-イレブン ローソン
ミニストップ ファミリーマート セイコーマート Pay-easy

利用ATM
デイリーヤマザキ

ヤマザキデイリーストアー

Loppi ペイジー対応銀行ATM店頭レジ店頭レジ 店頭レジ

レジで検定料を現金で支払う※

発券された申込券（受付票）をレジへ持参し、
検定料を現金で支払う※

申込券（受付票）発行後は30分以内にレジにて
支払ってください。

取扱明細書兼領収書を必ず受け取る領収書（レシート形式）を必ず受け取る ご利用明細書を
必ず受け取る

支払い内容確認

レジで
「インターネット代金
支払い」と伝える

「税金・料金払い
込み」などを選択

レジで
「インターネット代金
支払い」と伝える

「確認番号（6桁）」
入力

「お客様番号
（11桁）」入力

「オンライン決済番号
（11桁）」を伝える

収納機関番号
「58021」
を入力

「現金」「キャッシュ
カード」を選択し
支払う※

レジで検定料を
現金で支払う※

「オンライン決済番号
（11桁）」を伝える

「払込票番号
（13桁）」を伝える

レジで
「オンライン決済」と

伝える

「各種番号をお持ち
の方」を選択

「お客様番号
（11桁）」入力

「マルチペイメント
サービス」を選択

「確認番号（6桁）」
入力

支払い内容確認

「確認番号（6桁）」
入力

「お客様番号
（11桁）」入力

支払い内容確認

クレジットカードでの支払い
出願内容の登録時に選択し、支払いができます。
【ご利用可能なクレジットカード】
VISA、Master、JCB、AMERICAN EXPRESS、MUFGカード、DCカード、UFJカード、NICOSカード

出願登録時に支払い完了 Webで手続き完了

コンビニエンスストアでの支払い ペイジー対応銀行ATMでの支払い

●レジで支払い可能

コンビニエンスストア

●店頭端末を利用して支払い可能

Loppi

ネットバンキングでの支払い

※決済する口座がネットバンキング契約されていることが必要です

※利用可能な銀行は「支払い方法選択」画面で確認してください。

※ゆうちょ銀行・銀行ATMを利用する場合、現金で10万円を超える場合はキャッシュカードで支払ってください。コンビニエンスストアを利用の場合は現金で30万円までの支払いとなります。

銀行ATM

各コンビニ端末画面・ATMの画面表示に従って必要な情報を入力し、
内容を確認してから入学検定料を支払ってください。

出願内容の登録後に表示されるお支払いに必要な番号を控えて、
コンビニエンスストアでお支払いください。

出願内容の登録後に表示される
お支払いに必要な番号を控えて、
ペイジー対応銀行ATMにて画面の
指示に従って操作のうえお支払い
ください。

出願内容の登録後、ご利用画面からそのまま各金融
機関のページへ遷移しますので、画面の指示に
従って操作し、お支払いください。

マルチコピー機

「代金支払い/チャージ
（コンビニでお支払い
Payment/Charge）」

を選択

入学検定料＊の支払い ＊ 入学検定料（17,000円）の他に受験票郵送料や振込手数料を併せて支払います。

1

3 4

2

3 4

STEP

5

マルチコピー機
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⑴ マイページに表示された　　　　　　　　のボタンを
クリックしてください。

⑵  お支払いが正常に完了すると　　　　　　　　のボタンが
クリックできるようになりWeb志願票の出力ができます。

出願書類の印刷
志願票（印刷）

志願票（印刷）

■受験票は、Web登録した住所へ本人宛に速達で送付します。試験日の3日前までに受験票が届かない場合は、本学教務課入試室までお問い合せください。
■受験票が届いたら、記載事項を必ず確認してください。不備がある場合は速やかに本学教務課入試室まで連絡してください。
■試験当日は、必ず受験票を持参してください。

受験票の発行

出願はWeb出願サイトでの登録完了後、入学検定料を支払い、出願書類を郵送して完了となります。
登録しただけでは出願は完了しませんので注意してください。
出願期間最終日の出願登録,入学検定料の支払は、17時（営業時間はコンビニエンスストアやATMなど、施設によって異なります）までとなりますが、
出願書類の郵送は各募集要項で定められた期間内に到着するよう、ゆとりを持った出願を心がけてください。

〈出願完了〉

出願時の
注意点

出願に必要な書類を出願期間内に郵便局窓口から「書留速達」で郵送してください。

出願書類の郵送

出願書類

宛名シート

＊登録しただけでは出願は完了していませんので注意してください。

市販の角形2号封筒（24㎝×33.2㎝）に
貼り付けて作成（出願書類を持参される
場合も必ず貼り付けて作成してください）

出願書類提出用封筒宛名シート

STEP

6

STEP

7

・ 入学志願票（Ａ票）

・ 大学入学共通テスト成績請求票
※入学志願票（A票）の所定の欄に貼付してください。
　「別日程用」や「私立・短期大学用」の請求票を貼付される
不備があります。そのような場合は受け付けできませんので、
必ず、出願される日程の請求票が貼付されていることを確認し
てください。

・ 志望理由書（Ｂ票）
※提出忘れが多いので特に注意してください。

・ 調査書または成績証明書など

43





 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

公立大学法人 
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